
爵
集
魚
十
<
号

▲
▼
嘉

J

l

　

/

㌧
ノ
ー

三
朝
町
税
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

.
次
の
と
お
ゎ
三
朝
町
税
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
T
　
地
方
自
治
法
　
(
聯
和
二
十
二
年

法
癖
舞
六
十
七
号
′
)
第
九
十
大
嶺
翫
l
項
の
規
定
に
よ
り
､
本
誤
食
め
論
決
を
求
め
る
.

晦
和
四
十
五
年
二
月
十
二
日>

三

朝

町

長

　

　

坂

　

　

出

　

　

肇

　

　

巳

娼
忍
冶
藍
芸
月
給
式
日
原
審
可
決

〓
扇
町
薮
金
蔵
長
牧
取
頑

､

鳶
再
開

義
昭
印
三

.
G
f
 
1
㍍
l
譲
碧

鐙
東
湖
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rj, I,

-
並
丁
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+

第
二
章
　
税
･
税
外
収
入

第
一
節
　
税

三
朝
町
税
条
例

(
鯛
和
例
糾
　
月
　
別
)

目
次第

一
章

第
7
節

第
二
節

第
二
章

箱
7
節

第
二
節

第
三
節

第
四
節

第
五
節

絶
則通

則
(
第
一
粂
-
第
六
条
)

賦
課
徴
収
(
第
七
条
-
第
二
十
二
条
)

普
通
税

町
民
税
(
第
二
十
三
条
-
第
五
十
三
条
の
十
二
)

固
定
資
産
哉
(
第
五
十
四
条
-
第
七
十
九
条
)

軽
自
動
革
税
(
第
八
十
条
-
第
九
十
一
条
)

町
た
ば
こ
消
費
税
(
第
九
十
二
条
-
第
九
十
五
条
)

電
気
ガ
ス
税
(
第
九
十
六
条
-
第
百
十
条
の
二
)

第
六
編
　
財
蕃
　
(
秩
条
例
)

第
六
節
　
鉱
産
碗
(
第
百
十
l
条
-
第
百
十
八
条
)

第
七
節
　
木
材
引
額
税
(
第
百
十
九
条
-
第
百
三
十
条
)

第
三
葦
　
目
的
税

第
一
節
　
入
湯
碗
(
第
百
二
二
十
l
粂
-
第
百
四
十
l
条
)

附
則

第
〓
早
　
絵
則

第
一
節
　
通
則

(
課
税
の
根
拠
)

第
一
条
　
町
萩
の
税
目
､
課
税
客
体
'
課
税
腰
準
､
税
率
そ
の
他
賦
課
散
収
に

つ
い
て
は
'
法
令
そ
の
他
別
に
定
が
あ
る
も
の
の
は
か
､
こ
の
条
例
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

(
用
語
)

夢
二
条
　
こ
の
条
例
に
お
い
て
､
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
'
当
該

各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

一
散
税
吏
員
　
町
長
又
は
そ
の
委
任
を
受
け
た
吏
員
を
い
-
0

二
　
徴
収
金
　
町
税
並
び
に
そ
の
督
促
手
数
料
､
延
滞
金
､
過
少
申
告
加
算

金
､
不
申
告
加
算
金
'
重
加
算
金
及
び
滞
納
処
分
費
を
い
う
.

≡
　
納
付
書
　
納
税
者
が
徴
収
金
を
納
付
す
る
た
め
に
用
い
る
文
書
で
'
町

が
作
成
す
る
も
の
に
納
税
者
の
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称
並
び
に
そ
の
納

付
す
べ
き
徴
収
金
額
そ
の
他
納
付
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
記
載
す
る
も

三
五
二



七　六　五　四

第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

の
な
い
-
0

四
　
納
入
書
　
特
別
徴
収
義
務
者
が
徴
収
金
を
納
入
す
る
た
め
に
用
い
る
文

書
で
､
町
が
作
成
す
る
も
の
に
､
特
別
徴
収
義
務
者
の
住
所
及
び
氏
名
又

は
名
称
並
び
に
そ
の
納
入
す
べ
き
徴
収
金
額
そ
の
他
納
入
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
を
記
載
す
る
も
の
を
い
-
0

(
税
目
)

第
三
条
　
町
税
と
し
て
課
す
る
普
通
税
は
､
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
｡

】　町民税

二
　
固
定
資
産
税

≡
　
軽
自
動
車
税

町
た
ば
こ
消
費
税

電
気
ガ
ス
税

鉱
産
税

木
材
引
取
税

2
　
町
税
と
し
て
課
す
る
目
的
税
は
､
入
唐
税
と
す
る
｡

第
四
条
及
び
第
五
条
　
削
除

(
条
例
施
行
の
細
目
)

第
六
条
　
こ
の
条
例
実
施
の
た
め
の
手
続
そ
の
他
そ
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
は
'
こ
の
条
例
で
定
め
る
も
の
の
は
か
'
洗
剤
で
定
め
る
｡

第
二
節
　
賦
課
徴
収

三
五
二
l
T
王
事
三
)

(
課
税
洩
れ
等
に
係
る
町
税
の
取
扱
)

第
七
条
　
課
税
洩
れ
に
係
る
町
税
又
は
詐
偽
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
因
り
免
か

れ
た
町
税
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
場
合
に
お
い
て
は
､
課
税
す
べ
き
年
度

(
法
人
税
割
に
あ
つ
て
は
､
そ
の
課
税
標
準
の
算
定
期
間
の
末
日
現
在
)
の

税
率
に
よ
っ
て
そ
の
全
額
を
直
ち
に
賦
課
徴
収
す
る
｡

第
八
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
　
削
除

(
公
示
送
達
)

竿rF:?(.., =iPI:_.:. I.:禦f:I:..i.～ 1.;7TJr:.;. ,:[･:. :.. :....i::I:I. 1.王制㍊

例
(
昭
和
鼻
十
三
賢
条
例
第
　
号
)
讐
条
に
親
掌
る
掲
示
場

に
掲
示
し
て
行
な
-
も
の
と
す
る
｡

(
災
害
等
に
よ
る
期
限
の
延
長
)

第
十
八
条
の
〓
　
町
長
は
､
広
範
囲
に
わ
た
る
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理

由
に
よ
り
'
法
文
は
こ
の
条
例
に
定
め
る
申
告
､
申
請
､
請
求
そ
の
他
書
類

の
提
出
(
不
服
申
立
て
に
関
す
る
も
の
を
除
-
0
)
又
は
納
付
著
し
-
は
納
入

(
以
下
本
条
申
｢
申
告
等
｣
と
い
-
o
)
に
関
す
る
期
限
ま
で
に
こ
れ
ら
の
行

為
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
､
地
域
､
期
日
そ
の
他
必

要
な
事
項
を
指
定
し
て
当
該
期
限
を
延
長
す
る
も
の
と
す
る
｡

2
　
前
項
の
指
定
は
､
町
長
が
公
示
に
よ
っ
て
行
な
-
も
の
と
す
る
｡

3
　
町
長
は
､
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
へ
申
告
等
に
関
す
る

I
 
I

′

l

期
限
ま
で
に
こ
れ
ら
の
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
る
場
合
に

は
､
第
7
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
を
除
き
､
当
該
行
為
を
す
r
Y
き
者

の
申
請
に
よ
り
､
そ
の
理
由
の
や
ん
だ
日
か
ら
納
税
者
に
つ
い
て
は
二
月
以

内
､
特
別
徴
収
義
務
者
に
つ
い
て
は
三
十
日
以
内
に
お
い
て
､
当
該
期
限
を

延
長
す
る
甘
の
i
J
す
る
｡

4
　
前
項
の
申
請
は
､
同
項
の
規
定
す
る
理
由
が
や
ん
だ
後
す
み
や
か
に
､
そ

の
理
由
を
記
載
し
た
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

5
　
町
長
は
､
第
三
項
に
規
定
す
る
期
限
を
延
長
し
た
と
き
は
､
期
日
そ
の
他

必
要
な
事
項
を
納
税
者
又
は
特
別
徴
収
義
務
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
｡
当
該
期
限
の
延
長
を
認
め
な
い
と
き
も
､
ま
た
同
様
と
す
る
｡

(
納
税
証
明
事
項
)

第
十
八
魚
の
三
　
地
方
税
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
九
年
臨
理
府
令
第
二
十
三

号
｡
以
下
｢
施
行
規
則
｣
と
い
-
0
)
第
1
条
の
五
第
二
号
に
規
定
す
る
事
項

は
'
二
輪
の
小
型
自
動
車
に
つ
い
て
天
災
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ

り
碇
自
動
革
税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
そ
の
旨
と
す
る
｡

(
納
税
証
明
書
の
交
付
手
数
料
)

第
十
八
条
の
四
　
法
第
二
十
条
の
十
第
1
項
の
納
税
証
明
書
の
交
付
手
数
料

は
､
証
明
書
1
枚
ご
と
に
五
十
円
と
す
る
｡
た
だ
し
､
道
路
運
送
草
両
法

(
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
)
第
九
十
七
条
の
二
に
規
定
す
る
証

明
書
に
つ
い
て
は
手
数
料
を
散
し
な
い
｡

2
　
前
項
の
納
税
証
明
書
の
枚
数
の
計
算
に
つ
い
て
は
､
年
度
､
税
目
､
証
明

寛
大
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

/

し

〔
鳥
鵡
Ⅹ
〕

事
項
等
を
基
準
と
し
て
規
則
で
定
め
る
｡

(
納
期
限
後
に
納
付
し
又
は
納
入
す
る
税
金
又
は
納
入
金
に
係
る
延
滞
金
)

第
十
九
条
　
納
税
者
又
は
特
別
徴
収
義
務
者
は
､
第
四
十
条
'
第
四
十
六
条
､

第
四
十
六
条
の
二
若
し
-
ほ
第
四
十
六
条
の
五
(
第
五
十
三
条
の
七
の
二
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
｡
以
下
本
条
に
お
い
て
同
じ
｡
)
'
第
四
十
八

条
第
1
項
(
法
琴
二
百
二
十
1
条
の
八
第
三
項
の
申
告
書
に
係
る
部
分
を
除

く
｡
)
､
第
五
十
三
条
の
七
､
第
六
十
七
条
へ
第
八
十
三
条
第
二
項
'
第
九
十

四
条
第
二
項
､
第
百
条
第
三
項
､
第
百
五
条
'
第
百
十
三
条
､
第
百
二
十
二

条
第
三
項
､
第
百
二
十
三
条
又
は
第
百
三
十
五
条
琴
二
項
に
規
定
す
る
納
期

限
後
に
そ
の
税
金
を
納
付
し
､
又
は
納
入
金
を
納
入
す
る
場
合
に
お
い
て
は
'

当
該
税
額
又
は
納
入
金
額
に
そ
の
納
期
限
(
納
期
限
の
延
長
の
あ
っ
た
と
き

は
'
そ
の
延
長
さ
れ
た
納
期
限
と
す
る
｡
以
下
第
一
号
及
び
第
二
号
に
お
い

て
同
じ
｡
)
の
翌
日
か
ら
納
付
又
は
納
入
の
日
ま
で
の
期
間
に
応
じ
､
当
該
金

額
百
円
に
つ
い
て
町
た
ば
こ
消
費
税
に
あ
つ
て
は
一
日
二
銭
､
そ
の
他
の
税

に
あ
っ
て
ほ
一
日
四
銭
(
次
の
各
号
に
掲
げ
る
税
額
の
区
分
に
応
じ
､
当
該

各
号
に
掲
げ
る
期
間
に
つ
い
て
は
'
一
日
二
銭
)
の
割
合
を
乗
じ
て
計
許
し
た

金
額
に
相
当
す
る
延
滞
金
額
を
加
算
し
て
納
付
書
に
よ
っ
て
納
付
し
､
又
は

納
入
書
に
よ
っ
て
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

一
第
四
十
条
､
第
四
十
六
条
'
第
四
十
六
条
の
二
若
し
く
は
第
四
十
六
条

の
五
㌧
第
五
十
三
条
の
七
㌧
第
六
十
七
条
､
第
八
十
三
条
第
二
項
'
第
百

三
五
二
三



第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

粂
第
≡
項
､
第
百
五
条
'
第
百
十
三
条
､
第
百
二
十
二
条
第
三
項
､
第
百

二
十
≡
粂
又
は
第
百
三
十
五
条
第
三
項
の
納
期
限
後
に
納
付
し
､
又
は
納

入
す
る
税
額
　
当
該
納
期
限
の
翌
日
か
ら
1
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期

間
二
　
第
四
十
八
粂
第
7
項
の
申
告
書
(
法
第
三
百
二
十
1
条
の
八
第
1
項
､

第
二
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
限
る
｡
)
に
係
る
税
額
(
慕

四
号
に
掲
げ
る
税
額
を
除
く
｡
)
当
該
税
額
に
係
る
納
期
限
の
翌
日
か
ら
一

月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間

≡
　
第
四
十
八
粂
第
7
項
の
申
告
書
(
法
第
≡
百
二
十
1
灸
の
八
第
三
項
の

申
告
書
を
除
く
｡
)
で
そ
の
提
出
期
限
後
に
提
出
し
た
も
の
に
係
る
税
額

当
該
提
出
し
た
日
ま
で
の
期
間
又
は
そ
の
日
の
翌
日
か
ら
1
月
を
経
過
す

る
日
ま
で
の
期
間

四
　
法
第
十
五
条
の
≡
第
1
項
の
規
定
に
よ
っ
て
徴
収
を
猶
予
し
た
税
額

当
該
猶
予
し
た
期
間
又
は
当
該
猶
予
し
た
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
1
月

を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間

三
五
二
四

第
二
十
l
免
及
び
第
二
十
二
条
　
削
除

第
二
章
　
普
通
税

第
一
節
　
町
民
税

(
町
民
税
の
納
税
義
務
者
等
)

第
二
十
三
条
　
町
民
税
は
'
第
1
号
の
者
に
対
し
て
は
均
等
剖
額
及
び
所
得
割

餌
の
合
算
額
に
よ
っ
て
､
第
三
号
の
者
に
対
し
て
ほ
均
等
割
額
及
び
法
人
税

割
額
の
合
算
鉱
に
よ
っ
て
へ
第
二
号
及
び
第
四
号
の
者
に
対
し
て
均
等
割
鋤

に
よ
っ
て
課
す
る
｡

1
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人

二
　
町
内
に
事
務
所
'
事
業
所
又
は
家
屋
敷
を
有
す
る
個
人
で
町
内
に
住
所

を
有
し
な
い
者

≡
　
町
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る
法
人

四
　
町
内
に
寮
､
宿
泊
所
､
ク
ラ
ブ
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設
(
以
下

｢
寮
等
｣
と
い
-
0
)
を
有
す
る
法
人
で
当
該
市
町
村
内
に
事
務
所
又
は
事

業
所
を
有
し
な
い
も
の
及
び
町
内
に
事
務
所
､
事
業
所
又
は
寮
等
を
有
す

る
法
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も

の
(
第
三
項
に
規
定
す
る
も
の
を
険
-
｡
第
三
十
一
条
第
二
項
及
び
第
四

十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
｡
)

2
　
外
国
法
人
に
対
す
る
本
節
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
､
そ
の
事
業
が
行

な
わ
れ
る
場
所
で
地
方
税
法
施
行
令
(
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
四
十
五

〔島中Ⅹ〕

＼

′

l

ノ､

′

1

∫
l

号
｡
以
下
｢
令
｣
と
い
-
｡
)
第
四
十
六
条
の
四
に
成
定
す
る
場
所
を
も
っ
て

そ
の
事
務
所
又
は
事
業
所
と
す
る
｡

ぎ
　
落
人
で
な
い
社
団
又
は
財
団
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
が
あ
り
､
か

っ
､
命
第
四
十
七
条
に
親
定
す
る
収
益
事
業
を
行
な
-
も
の
(
当
該
社
団
又

は
財
団
で
収
益
事
業
を
廃
止
し
た
も
の
を
含
む
｡
)
は
､
法
人
と
み
な
し
て
､

末
節
中
法
人
に
関
す
る
成
定
を
こ
れ
に
通
用
す
る
｡

(
櫛
人
の
町
民
税
の
非
課
税
の
範
囲
)

第
二
十
四
条
　
次
の
各
号
の
1
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
ほ
町
民
税
(
第
五
十

三
条
の
二
の
規
定
に
よ
っ
て
課
す
る
所
得
割
(
以
下
｢
分
離
課
税
に
係
る
所

得
剖
｣
と
い
-
0
)
を
除
く
｡
)
を
､
第
二
号
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
ほ
分
散

課
椀
に
係
る
所
得
割
を
課
さ
な
い
｡
た
だ
し
､
法
の
施
行
地
に
住
所
を
有
し

な
い
著
に
つ
い
て
は
'
こ
の
限
り
で
な
い
｡

-
前
年
中
に
お
い
て
所
得
を
有
し
な
か
つ
た
者

〓
　
生
活
保
護
法
の
親
定
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
者

≡
　
障
害
考
未
成
年
者
'
老
年
者
又
は
寡
婦
(
こ
れ
ら
の
者
の
前
年
中
の

所
得
金
額
(
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
の
課
税
標
準
で
あ
る
退
職
所
得
の

金
銀
を
除
く
.
)
が
三
十
万
円
を
こ
え
る
場
合
を
除
く
.
)

2
　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
に
よ
り
均
等
割
の
納
税
義
務
を
負
-
夫
と
生

計
を
一
に
す
る
責
で
町
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
に
粁
し
て
は
､
均
等
潮
を

課
さ
な
い
｡

第
六
編
　
財
務
　
(
碗
条
例
)

(

L
▲
ト

〔島中Ⅹ〕

(
町
民
税
の
納
税
管
理
人
)

第
二
十
五
条
　
町
民
税
の
納
税
義
務
者
は
'
町
内
に
住
所
､
屠
所
'
事
務
所
､

事
業
所
又
は
寮
等
を
有
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
､
町
内
に
お
い
て
独
立
の

生
計
を
営
む
者
の
-
ち
か
ら
納
税
管
理
人
を
定
め
'
こ
れ
を
定
め
る
必
要
が

生
じ
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
納
税
管
理
人
申
告
書
を
町
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
｡
納
税
管
理
人
を
変
更
し
た
場
合
そ
の
他
申
告
し
た
事
項
に
異

動
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
も
､
ま
た
'
同
様
と
し
へ
そ
の
提
出
の
期
限

は
'
そ
の
異
動
を
生
じ
た
日
か
ら
十
日
を
経
過
し
た
日
と
す
る
｡

(
町
民
税
の
納
税
管
理
人
に
係
る
不
申
告
に
関
す
る
過
料
)

第
二
十
六
条
　
町
民
税
の
納
税
義
務
者
が
前
条
の
規
定
に
よ
っ
て
申
告
す
べ
き

納
税
管
理
人
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
な
-
て
申
告
し
な
か
っ
た
場
合
に
お

い
て
は
､
そ
の
者
に
対
し
､
三
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
｡

2
　
前
項
の
過
料
の
額
は
､
情
状
に
よ
り
町
長
が
定
め
る
｡

3
　
第
7
項
の
過
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
発
す
る
納
入
通
知
書
に
指
定

す
べ
き
納
期
限
は
､
そ
の
発
行
の
日
か
ら
十
日
以
内
と
す
る
｡

第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
　
削
除

(
均
等
割
の
税
率
)

第
三
十
一
条
　
第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
の
者
に
対
し
て
訣
す

る
均
等
割
の
税
率
は
､
年
額
毛
円
と
す
る
.

早
.
第
二
十
三
条
第
一
項
第
l
二
号
又
は
第
四
号
の
者
に
対
し
て
課
す
る
均
等
剖

三
五
二
五



第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

の
税
率
は
､
次
の
各
号
に
掲
げ
る
法
人
等
(
法
人
及
び
法
人
で
な
い
社
団
又

は
財
団
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
い
-
o
以
下
本
節
に

お
い
て
同
じ
｡
)
の
区
分
に
応
じ
'
当
該
各
号
に
掲
げ
る
額
と
す
る
｡

7
　
資
本
の
金
額
又
は
出
資
金
額
が
千
万
円
誉
)
え
る
法
人
(
法
人
税
法

(
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
)
第
二
粂
第
五
号
の
公
共
法
人
及
び
同

条
第
六
号
の
公
益
法
人
等
で
均
等
割
の
み
を
課
さ
れ
る
も
の
を
除
-
0
)
及

び
保
険
業
法
(
昭
和
十
四
年
法
律
第
四
十
一
号
)
に
規
定
す
る
相
互
会
社

年
額
七
†
円

二
　
前
号
に
掲
げ
る
浅
人
以
外
の
法
人
等
　
年
額
頑
′
†
円

3
　
前
項
に
定
め
る
均
等
割
の
額
は
､
当
該
均
等
割
の
雄
に
､
法
第
三
百
十
二

条
第
三
項
第
一
号
の
法
人
税
額
の
課
税
標
準
の
算
定
期
間
'
同
項
第
二
号
の

均
等
割
額
の
算
定
期
間
又
は
同
項
第
三
号
若
し
-
は
第
四
号
の
期
間
中
に
お

い
て
事
務
所
､
事
業
所
又
は
寮
等
を
有
し
て
い
た
月
数
を
乗
じ
て
得
た
額
を

十
二
で
除
し
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
｡
こ
の
場
合
に
お
け
る
月
数
は
､
暦

に
従
っ
て
計
算
レ
'
1
月
に
満
た
な
い
と
き
は
1
月
と
L
t
 
l
月
に
満
た
な

い
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
切
り
捨
て
る
｡

替
1
時
唖
狐

三
五
二
六

ユ

毒

あ

と

す

る

｡

十

愚

民

は

鋲

蛭

担

放

ヨ

●

.

J

…

･
･
.
 
･
L
n
 
d
i
p
.
～
 
1
1
3
.
i
.
;
.
;
;
ま
~
;
.
J
r
:
.
'
浬
禁
.
.
.
J
.
1
　
1

･

芋

円
纂

甲

(
所
得
割
の
課
税
標
準
)

第
三
十
三
条
　
所
得
割
の
課
税
標
準
は
､
前
年
の
所
得
に
つ
い
て
算
定
し
た
総

所
得
金
S
'
退
職
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
と
す
る
.

2
　
前
項
の
総
所
得
金
額
､
退
職
所
得
金
紙
又
は
山
林
所
得
金
額
は
'
法
又
は

こ
れ
に
基
づ
く
政
令
で
特
別
の
定
め
を
す
る
場
合
を
除
-
ほ
か
'
そ
れ
ぞ
れ

所
得
税
法
(
昭
和
四
十
年
法
律
撃
一
十
三
号
)
そ
の
他
の
所
得
税
に
関
す
る
法

令
の
規
定
に
よ
る
所
得
税
法
第
二
十
二
条
第
二
項
又
は
琴
二
項
の
絶
所
得
金

額
･
退
職
所
得
金
額
又
は
山
林
所
得
金
鉄
の
計
算
の
例
に
よ
っ
て
算
定
す
る
｡

(
世
帯
員
が
資
産
所
得
を
有
す
る
場
合
の
所
得
の
計
算
等
)

第
三
十
四
条
　
生
計
を
一
に
す
る
次
の
各
号
の
1
に
掲
げ
る
親
族
(
当
該
各
号

の
二
以
上
に
該
当
す
る
場
合
に
は
､
そ
の
該
当
す
る
す
べ
て
の
親
族
)
の
う

ち
に
合
評
対
象
世
帯
員
が
あ
る
場
合
に
は
､
こ
れ
ら
の
者
に
対
し
て
訣
す
る

所
得
割
の
額
は
､
主
た
る
所
得
者
が
自
己
の
所
得
の
ほ
か
そ
の
合
算
対
象
世

帯
員
の
資
産
所
得
を
有
す
る
も
の
と
み
な
し
て
'
法
第
≡
百
十
四
条
第
l
項
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.
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1

ヽ

､
/

一

一

■

の
規
定
に
よ
り
所
得
税
法
第
九
十
八
条
第
一
項
か
ら
第
l
二
項
ま
で
の
規
定
の

例
に
よ
っ
て
算
定
す
る
も
の
と
す
る
｡

7
　
夫
と
豪

二
　
父
又
は
母
と
そ
の
子
(
子
に
つ
い
て
は
､
そ
の
父
又
は
母
の
い
ず
れ
か
7

万
の
配
偶
者
又
は
配
偶
者
で
あ
っ
た
者
と
親
子
の
関
係
が
な
い
者
を
含

む
｡
)

≡
　
祖
父
又
は
祖
母
と
そ
の
孫
(
孫
に
つ
い
て
は
､
そ
の
父
又
は
母
と
生
計

を
i
に
す
る
者
を
除
く
｡
)

2
　
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
所
得
税
法
第
九
十
八
条
第

四
項
の
親
定
は
､
法
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
七
号
､
第
八
号
及
び
第
十

号
並
び
に
次
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る
｡

(
所
得
控
除
)

第
三
十
四
条
の
こ
　
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
法
第
三
百
十
四
条
の
二
第
1
項

各
号
の
T
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
場
合
に
は
､
同
条
第
一
項
､
第
三
項
か

ら
第
九
項
貴
で
の
規
定
に
よ
り
雑
損
控
除
紡
､
医
療
費
控
除
額
､
社
会
保
険

料
控
除
額
､
小
規
模
企
業
共
済
掛
金
控
除
額
､
生
命
保
険
料
控
除
額
'
障
害

者
控
除
続
､
老
年
者
控
除
額
､
姦
婦
控
除
額
'
勤
労
学
生
控
除
額
､
配
偶
者

控
除
額
又
は
扶
養
控
除
額
を
所
得
割
の
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
は
､
同
条
第

二
項
'
第
五
項
及
び
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
基
礎
控
除
額
を
そ
れ
ぞ
れ
の
者

の
前
年
の
所
得
に
つ
い
て
許
定
し
た
総
所
得
金
額
､
退
職
所
得
金
銅
又
は
山

林
所
得
金
筋
か
ら
控
除
す
る
｡

(
所
得
割
の
税
率
)

第
三
十
四
条
の
三
　
所
得
割
は
､
次
の
蓑
の
上
欄
に
掲
げ
る
金
額
の
区
分
に
よ

第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

<
-

〔痛叫Ⅹ〕

/
.
＼

り
課
税
絶
所
得
金
額
又
は
課
税
退
職
所
得
金
額
を
区
分
L
t
当
該
区
分
に
応

ず
る
同
義
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
順
次
適
用
し
て
計
算
し
た
金
額
の
合
計
餌

と
､
同
義
の
上
欄
に
掲
げ
る
金
銀
の
区
分
に
よ
り
課
税
山
林
所
得
金
額
の
五

分
の
1
の
金
額
を
区
分
L
t
当
該
区
分
に
応
ず
る
当
該
率
を
順
次
適
用
し
て

計
算
し
た
金
銀
の
合
計
額
に
五
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
の
合
計
額
に
よ
っ
て

課
す
る
｡



第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

五
千
万
円
を
こ
え
る
金
額

百
分
の
　
タ
/
ー
β

2
　
前
項
の
｢
課
税
臨
所
得
金
額
｣
'
｢
課
税
退
職
所
得
金
額
｣
又
は
｢
課
税

山
林
所
得
金
額
｣
と
は
､
そ
れ
ぞ
れ
前
条
の
規
定
に
よ
る
控
除
後
の
前
年
の

松
所
得
金
額
､
退
職
所
得
金
額
又
は
山
林
所
得
金
額
を
い
-
0

(
変
動
所
得
又
は
臨
時
所
得
が
あ
る
場
合
の
税
額
の
計
算
)

第
三
十
四
条
の
四
　
前
年
に
お
い
て
､
漁
獲
若
し
く
は
の
り
の
採
取
か
ら
生
ず

る
所
得
'
原
稿
若
し
-
は
作
曲
の
報
酬
に
よ
る
所
得
又
は
著
作
権
の
使
用
料

に
よ
る
所
得
(
以
下
本
条
に
お
い
て
｢
変
動
所
得
｣
と
い
-
0
)
の
金
額
(
節

年
前
二
年
内
に
生
じ
た
変
動
所
得
の
金
額
が
あ
る
と
き
は
､
前
年
の
変
動
所

得
の
金
額
が
､
前
年
前
二
年
内
に
生
じ
た
変
動
所
得
の
金
額
の
合
計
額
の
二

分
の
1
を
こ
え
る
場
合
の
変
動
所
得
の
金
額
に
限
る
｡
)
及
び
役
務
の
擁
供
を

約
す
る
こ
と
に
よ
り
1
時
に
取
得
す
る
契
約
金
に
係
る
所
得
そ
の
他
の
所
得

で
臨
時
に
発
生
す
る
も
の
の
-
ち
､
令
第
四
十
八
条
の
八
に
規
定
す
る
も
の

の
金
額
の
合
計
額
が
臨
所
得
金
銀
の
百
分
の
二
十
以
上
で
あ
る
場
合
に
お
い

て
､
第
三
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
(
そ
の
提
出
期
限
後

に
お
い
て
､
町
民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た

も
の
を
含
む
｡
)
に
法
第
三
百
十
七
条
の
二
第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
の

記
載
が
あ
る
と
き
は
､
当
該
臨
所
得
金
額
に
対
す
る
所
得
割
の
額
は
'
前
条

の
親
定
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金
額
に
よ
ら
ず
､
所
得
税
法
第
九
十
条
の
親
定

＼

､

-
(

三
五
二
八

の
例
に
よ
っ
て
計
算
し
た
金
鱗
に
よ
る
.

(

簡

易

税

額

表

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

第
三
十
四
条
の
五
　
所
得
割
の
納
税
義
務
者
で
､
課
税
髄
所
得
金
額
(
前
条
の

規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
､
同
条
の
裁
定
に
よ
り
所
得
税
法
第
九
十
条

の
規
定
の
例
に
よ
っ
て
計
算
し
た
同
条
の
調
進
所
得
金
額
｡
以
下
本
条
に
お

い
て
同
じ
｡
)
又
は
課
税
退
職
所
得
金
額
が
そ
れ
ぞ
れ
百
万
円
以
下
の
も
の
の

課
税
臨
所
得
金
銀
又
は
課
税
退
職
所
得
金
額
に
係
る
所
得
割
の
荻
は
､
前
二

条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
､
当
該
課
税
所
得
金
銀
又
は
課
税
退
職
所
得
金
額

に
応
じ
､
別
表
第
1
に
定
め
る
金
額
に
よ
る
｡

2
　
所
得
割
の
納
税
義
務
者
で
課
税
山
林
所
得
金
額
が
百
万
円
以
下
の
も
の
の

課
税
山
林
所
得
金
額
に
係
る
所
得
剤
の
額
は
､
第
三
十
四
条
の
三
の
姐
走
に

か
か
わ
ら
ず
､
当
該
課
税
山
林
所
得
金
額
に
応
じ
､
別
表
第
l
正
定
め
る
金

額
に
よ
る
｡

(
法
人
税
割
の
税
率
)

望
十
四
条
の
大
法
人
蓋
の
税
率
は
･
芽
の
互
と
す
る
｡

(
外
国
税
額
控
除
)

第
三
十
四
条
の
七
　
所
得
部
の
納
税
義
務
者
が
､
外
国
の
所
得
税
等
を
課
さ
れ

た
場
合
に
お
い
て
ほ
､
法
琴
二
百
十
四
条
の
七
及
び
命
第
四
十
八
条
の
九
の

二
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
控
除
す
べ
き
鶴
を
､
第
三
十
四
条
の
三
か
ら

第
三
十
四
条
の
五
ま
で
の
成
定
を
適
用
し
た
場
合
の
所
得
割
額
か
ら
控
除
す

る
｡

蘭
中
Ⅹ
〕

.I

ヽ

■

/　ー
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(
所
得
の
計
算
)

撃
二
十
五
条
　
第
二
十
三
条
第
1
項
第
1
号
の
者
に
対
し
て
所
得
割
を
課
す
る

場
合
に
お
い
て
は
､
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
､
そ
の
者
の
第

三
十
三
条
第
1
項
の
総
所
得
金
朗
､
退
職
所
得
金
額
又
は
山
林
所
得
金
額
を

算
定
す
る
｡

1
　
そ
の
者
が
所
得
税
に
係
る
申
告
書
を
提
出
し
'
又
は
政
府
が
総
所
得
金

額
'
退
職
所
得
金
成
若
し
く
は
山
林
所
得
金
額
を
更
正
し
へ
著
し
-
ほ
決

定
し
た
場
合
に
お
い
て
は
､
当
該
申
告
書
に
記
載
さ
れ
､
又
は
当
該
更
正

し
､
若
し
く
は
決
定
し
た
金
額
を
基
準
と
し
て
算
定
す
る
｡
た
だ
し
､
当

該
申
告
書
に
記
戟
さ
れ
､
又
は
当
該
更
正
し
､
若
し
く
は
決
定
し
た
金
額

が
過
少
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
､
自
ら
調
査
し
､
そ
の

調
査
に
基
づ
い
て
算
定
す
る
｡

こ
　
そ
の
者
が
前
号
の
申
告
苔
を
提
出
せ
ず
､
か
つ
､
政
府
が
同
号
の
決
定

を
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
'
自
ら
調
査
し
､
そ
の
調
査
に
基
づ
い
て
算

定
す
る
｡

第
三
十
六
条
　
町
民
税
の
納
税
義
務
者
に
係
る
所
得
税
の
基
礎
と
な
っ
た
所
得

の
計
算
が
1
般
に
著
し
く
適
正
を
欠
-
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
い
て
は
､

各
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
､
法
文
は
こ
れ
に
基
づ
-
政
令
で
特
別
の
定
め
を

す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
､
所
得
税
法
そ
の
他
の
所
得
税
に
関
す
る
法
令
に
親

第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

主

〔鳥申Ⅹ〕

定
す
る
所
得
の
計
算
の
方
法
に
従
っ
て
そ
の
所
得
を
計
算
し
､
そ
の
計
許
し

た
と
こ
ろ
に
基
づ
い
て
町
民
税
を
課
す
る
｡

(
町
民
税
の
申
告
)

第
三
十
六
条
の
〓
　
第
二
±
二
条
第
一
項
第
一
号
の
者
は
､
三
月
十
五
日
ま
で

に
'
施
行
規
則
第
五
号
の
四
様
式
に
よ
る
申
告
蔓
を
町
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
法
第
三
百
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て

給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
す
る
義
務
が
あ
る
者
か
ら
7
月
l
日
現
在
に
お
い

て
給
血
偽
支
払
を
受
け
て
い
る
者
で
前
年
中
に
お
い
て
給
与
所
得
以
外
の
所

得
を
有
し
な
か
つ
た
も
の
(
以
下
本
条
に
お
い
て
｢
給
与
所
得
以
外
の
所
得

を
有
し
な
か
つ
た
者
｣
と
い
-
0
)
耗
並
び
に
前
年
の
合
計
所
得
金
紙
が
基
礎

控
除
S
'
配
偶
者
控
除
額
及
び
扶
養
控
除
額
の
合
計
額
以
下
で
あ
る
者
(
施

行
規
則
第
二
条
の
二
第
l
項
の
表
の
上
欄
の
3
I
又
は
肖
に
掲
げ
る
者
を
除

く

O

)

平

に

つ

い

て

は

､

こ

の

限

り

で

な

い

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

､

2
　
前
項
の
規
定
に
よ
っ
て
申
告
書
を
町
長
に
提
出
す
べ
き
者
の
-
ち
'
前
年

の
合
計
所
得
姦
イ
八
万
円
撃
で
あ
る
者
(
雑
琵
除
額
､
医
療
琵

除
額
､
社
会
保
険
料
控
除
額
'
小
規
模
企
業
共
済
掛
金
控
除
餌
若
し
く
は
生

命
保
険
料
控
除
額
の
控
除
を
受
け
よ
-
と
す
る
者
又
は
施
行
規
則
第
二
条
の

二
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
を
除
-
0
)
が
提
出
す
べ
き
申
告
書
の
様
式
は
'

施
行
規
則
琴
一
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
町
長
の
定
め
る
様
式
に

よ
る
｡

三
五
二
九



'
i
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第
六
編
財
務
(
戟
条
例
)

3
　
町
長
は
､
法
第
三
百
十
七
条
の
大
望
項
の
給
与
支
払
報
蓋
宗
言
三

十
言
ま
で
に
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
,
町
民
税
の
賦
課
徴
収

に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
'
給
与
所
得
以
外
の
所
得
を
有
し

な
か
つ
た
者
を
指
定
し
､
そ
の
者
に
讐
項
又
は
前
項
の
中
豊
冨
町
長
の

指
定
す
る
期
限
ま
で
に
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

4
　
給
与
所
得
以
外
の
所
得
を
有
し
な
か
つ
た
者
(
前
項
の
規
定
に
よ
っ
て
第

毒
の
申
豊
田
を
提
出
す
る
義
務
を
有
す
る
者
を
除
-
0
)
は
､
雑
損
控
除
窮

若
し
-
は
医
療
費
控
除
煩
の
控
除
又
は
法
第
三
百
十
三
条
第
九
項
に
歳
定
す

る
純
損
失
若
し
-
ほ
雑
観
矢
の
金
額
の
控
除
を
受
け
よ
-
と
す
る
場
合
に
お

い
て
は
､
三
月
十
五
日
ま
で
に
､
施
行
規
則
第
五
号
の
五
様
式
又
は
第
五
号

の
六
様
式
に
よ
る
申
告
書
を
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

5
　
第
毒
た
だ
し
書
に
成
定
す
る
者
(
第
1
7
1
項
の
規
定
に
よ
っ
て
第
壷
の

申
告
書
を
提
出
す
る
義
務
を
有
す
る
者
を
除
く
｡
)
は
､
前
年
中
に
お
い
て
純

損
失
又
は
難
損
失
の
金
額
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
､
三
月
十
五
日
ま
で

に
､
第
1
項
の
申
告
書
を
町
長
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

6
　
町
長
は
､
町
民
税
の
賦
課
徴
収
に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に

ぉ
い
て
は
､
第
二
十
三
条
第
毒
第
盲
の
者
の
-
ち
所
得
税
法
第
二
百
二

十
六
姦
策
毒
の
親
定
に
よ
り
前
年
の
給
与
所
得
に
係
る
東
泉
徴
収
票
を
交

育
景
る
も
の
に
'
当
霊
泉
徴
収
票
又
は
そ
の
写
を
告
さ
せ
る
こ
と
が

.
･
･
1

川
し
.
.
_

三
五
三
〇

で
き
る
｡

7
町
長
は
､
町
民
税
の
賦
課
徴
収
に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
冨
場
合
に

ぉ
い
て
は
'
第
二
十
三
条
第
毒
筆
事
の
者
に
,
三
月
十
雷
ま
で
に
,

賦
訣
期
日
現
在
に
お
い
て
､
町
内
に
有
す
る
事
務
所
､
事
業
所
又
は
家
屋
敷

の
所
在
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
申
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

8
町
長
は
､
町
民
祝
儀
課
徴
収
に
つ
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に

ぉ
い
て
は
､
新
た
に
第
二
十
三
条
第
毒
第
三
号
又
は
第
四
号
の
者
に
該
当

す
る
こ
と
と
な
っ
た
者
に
､
当
該
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
デ
イ

日
以
内
に
'
そ
の
名
称
､
代
表
者
又
は
管
理
人
の
氏
名
､
,
M
た
る
事
務
所
又

は
事
業
所
の
所
在
､
当
該
市
町
村
内
に
有
す
る
事
務
所
､
事
業
所
又
は
療
等

の
所
在
'
当
該
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
申
告
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
｡

警
手
4
(
条
の
三
讐
十
三
条
竺
項
讐
号
の
者
が
前
年
分
の
所
得
税
に

っ
き
所
得
税
法
第
二
条
讐
項
第
≡
十
七
号
の
確
定
申
蓋
日
(
以
下
本
条
に

ぉ
い
て
｢
確
定
中
豊
巳
と
い
-
｡
)
を
提
出
し
た
場
合
に
は
､
本
節
の
親
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
､
当
該
確
定
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
日
に
前
条
第
表

文
は
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
中
量
日
が
提
出
さ
れ
た
も
の

と
み
な
す
｡
た
だ
し
､
同
日
前
に
当
該
申
真
宗
提
出
さ
れ
た
場
合
は
,
こ

の
限
り
で
な
い
｡

2
前
項
本
文
の
場
合
に
は
､
当
該
確
定
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
(
施
行

〔
島
中
Ⅹ
u

l
P
･

1.

ヽ

ヽ
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-
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.

〟
.

敷
則
琴
亮
の
三
好
1
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
6
)
の
-
ち
法
第
三
百

十
七
条
の
二
第
1
項
各
号
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
に
相
当
す
る
も
の

及
び
次
項
の
規
定
に
よ
り
附
笥
東
頑
噌
1
前
窮
弼
-
｢
項
刃
は
窮
ヨ
項

か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
に
記
載
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
｡

3
　
第
一
項
太
文
の
場
合
に
は
､
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
者
は
､
当
該
確
定

申
告
書
に
､
施
行
規
則
第
二
条
の
三
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
附
記
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
町
民
税
に
係
る
不
申
告
に
関
す
る
過
料
)

第
三
十
六
条
の
四
　
町
民
税
の
納
税
義
務
者
の
-
ち
第
三
十
六
条
の
二
第
一

項
､
第
二
項
若
し
-
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
投
出
す
べ
き
申
告
書
を
正

当
な
理
由
が
な
-
て
提
出
し
な
か
っ
た
場
合
又
は
同
条
第
七
項
若
し
-
は
第

八
項
の
成
定
に
よ
っ
た
申
告
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
な
-
て

申
告
を
し
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
'
そ
の
者
に
対
し
､
三
万
円
以
下
の

過
料
を
科
す
る
｡

2
　
前
項
の
過
料
の
額
は
､
情
状
に
よ
り
'
町
長
が
定
め
る
｡

3
　
第
7
項
の
過
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
発
す
る
納
入
通
知
書
に
指
定

す
べ
き
納
期
限
は
､
そ
の
発
行
の
日
か
ら
十
日
以
内
と
す
る
o

(
個
人
の
町
民
税
の
賦
課
期
日
)

第
三
十
七
条
　
個
人
の
町
民
税
の
賦
課
期
日
は
'
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る

年
の
一
月
一
日
と
す
る
｡

第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

/
.
1

〔庭中Ⅹ〕

(

(
個
人
の
町
民
税
の
徴
収
の
方
法
)

第
三
十
人
条
　
個
人
の
町
民
税
は
､
第
四
十
四
条
文
は
第
五
十
三
条
の
五
の
規

定
に
よ
っ
て
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
る
場
合
を
除
く
は
か
､
普
通
徴
収
の
方

法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
｡

2
　
個
人
の
県
民
税
は
､
当
該
個
人
の
町
民
税
を
賦
課
し
､
及
び
徴
収
す
る
場

合
に
あ
わ
せ
て
成
課
し
､
及
び
徴
収
す
る
｡

第
三
十
九
条
　
削
除

(
個
人
の
町
民
税
の
納
期
)

第
四
十
条
　
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
個
人
の
町
民
税
の
納
期

は
､
次
の
通
り
で
あ
る
｡

第
7
期
　
大
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で

第
二
期
　
八
月
7
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で

第
三
期
　
十
月
1
日
か
ら
同
月
三
十
1
日
ま
で

第
四
期
　
翌
年
一
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
1
日
ま
で

2
　
均
等
制
覇
に
よ
っ
て
の
み
課
す
る
町
民
税
の
納
期
は
'
前
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
'
六
月
1
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
と
す
る
｡

3
　
町
長
は
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
前
二
項
の
納
期
に
よ
り
嫌
い

と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
､
当
該
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
､
当
該
各
項
に

規
定
す
る
期
間
内
に
お
い
て
別
に
納
期
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡

(
個
人
の
町
民
税
の
納
税
通
知
書
)

三
五
三
l



第
六
編
　
財
務
　
(
秩
条
例
)

第
四
三
条
個
人
の
町
民
税
の
納
税
通
知
書
に
記
載
す
べ
き
各
納
期
の
納
付

額
は
'
当
該
年
度
分
の
個
人
の
町
民
税
額
及
び
県
民
税
衝
の
合
計
額
(
第
四

十
七
条
第
毒
の
規
定
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
特
別
徴
収
の

方
法
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た
金
成
に
相
当
す
る
碗
額
)
杏

前
条
讐
項
の
納
期
(
第
四
十
七
条
第
毒
の
親
定
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
場

合
に
あ
っ
て
ほ
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た

日
以
後
に
到
来
す
る
納
期
)
の
数
で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
o

(
個
人
の
町
民
税
の
納
期
前
の
納
付
)

第
四
十
二
条
　
個
人
の
町
民
税
の
納
税
者
は
､
納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
納

付
額
の
-
ち
到
来
し
た
納
期
に
係
る
納
付
額
に
相
当
す
る
金
額
の
税
金
を
納

付
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
当
該
納
期
の
後
の
納
期
に
係
る
納
付

額
に
相
当
す
る
金
額
の
税
金
を
あ
わ
せ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
.

2
　
前
項
の
親
定
に
よ
っ
て
個
人
の
町
民
税
の
納
税
者
が
当
該
納
期
の
後
の
納

期
に
係
る
納
付
額
に
相
当
す
る
金
額
の
税
金
を
納
付
し
た
場
合
に
お
い
て

は
､
同
項
の
規
定
に
よ
っ
て
納
期
前
に
納
付
し
た
税
額
の
百
分
の
1
に
､
納

期
前
に
係
る
月
数
(
一
月
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
ほ
十
四
日
以

下
は
切
り
捨
て
､
十
五
日
以
上
は
1
月
と
す
る
｡
)
を
乗
じ
て
得
た
額
の
報
奨

金

を

交

付

す

る

｡

た

だ

し

､

　

　

､

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

･

該
納
税
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
ほ
,
こ
れ
を
交
付

し
な
い
｡

三
五
三
二
(
I
三
五
四
二
)

(
普
通
徴
収
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
賦
課
額
の
変
更
又
は
決
定
及
び
こ
れ

に
係
る
延
滞
金
の
徴
収
)

第
四
十
三
条
　
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
個
人
の
町
民
税
に
つ
い

て
所
得
税
の
納
税
義
務
者
が
提
出
し
た
修
正
申
告
書
又
は
国
の
碗
務
官
署
が

し
た
所
得
税
の
更
正
若
し
-
は
決
定
に
関
す
る
書
類
を
法
第
三
百
二
十
五
条

の
親
定
に
よ
っ
て
閲
覧
し
､
そ
の
賦
課
し
た
税
額
を
変
更
し
,
若
し
く
は
賦

課
す
る
必
要
を
認
め
た
場
合
に
お
い
て
は
､
す
で
に
警
1
十
五
条
讐
号
た

だ
し
哲
若
し
-
は
第
二
号
又
は
警
手
六
条
の
規
定
を
適
用
し
て
個
人
の
町

民
税
を
賦
課
し
て
い
た
場
合
を
除
-
ほ
か
､
直
ち
に
変
更
に
よ
る
不
足
税
頗

又
は
賦
課
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
碗
額
の
-
ち
そ
の
決
定
が
あ
っ
た
日
ま
で

の
納
期
に
係
る
分
(
以
下
次
項
に
お
い
て
｢
不
足
税
額
｣
と
絵
称
す
る
｡
)
を

追
徴
す
る
｡

2
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
､
不
足
税
額
を
そ
の
決
定
が
あ
っ
た
日
ま
で
の

納
期
の
数
で
除
し
て
得
た
朗
に
第
四
十
条
の
各
納
期
限
(
納
期
限
の
延
長
が

ぁ
っ
た
と
き
は
､
そ
の
延
長
さ
れ
た
納
期
限
と
す
る
｡
次
項
に
お
い
て
同

じ
.
)
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
期
間
に
応
じ
'
当
該
不
足
税
額
百
円
に

っ
い
て
盲
四
銭
(
当
該
不
足
税
額
に
係
る
納
税
通
知
書
に
お
い
て
納
付
す

べ
き
こ
と
と
さ
れ
る
日
ま
で
の
期
間
又
は
そ
の
日
の
翌
日
か
ら
7
月
を
経
過

す
る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
盲
二
銭
)
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た

金
額
に
相
当
す
る
延
滞
金
額
を
加
辞
し
て
徴
収
す
る
｡

"
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3
　
所
得
税
の
納
税
義
務
者
が
修
正
申
告
書
(
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ

り
所
得
税
を
免
れ
､
又
は
所
得
税
の
還
付
を
受
け
た
所
得
税
の
納
税
義
務
者

が
､
当
該
所
得
税
に
つ
い
て
の
調
査
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
当
該
所
得
税
に

つ
い
て
更
正
が
あ
る
べ
き
こ
と
を
予
知
し
て
提
出
し
た
当
該
申
告
書
及
び
所

得
税
の
納
税
義
務
者
が
所
得
税
の
決
定
を
受
け
た
後
に
提
出
し
た
当
該
申
告

書
を
除
く
｡
)
を
捷
出
し
又
は
国
の
税
務
官
署
が
所
得
税
の
更
正
(
偽
り
そ
の

他
不
正
の
行
為
に
よ
り
所
得
税
を
免
れ
､
又
は
所
得
税
の
還
付
を
受
け
た
所

得
税
の
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
さ
れ
た
当
該
所
得
税
に
係
る
更
正
及
び
所
得

税
の
決
定
が
あ
っ
た
後
に
さ
れ
た
当
該
所
得
税
に
係
る
更
正
を
除
く
｡
)
を
し

た
こ
と
に
基
因
し
て
､
第
四
十
条
の
各
納
期
限
か
ら
一
年
を
経
過
す
る
日
後

に
第
一
項
の
規
定
に
ょ
り
そ
の
賦
課
し
た
税
額
を
変
更
し
又
は
賦
課
し
た
場

合
に
は
､
当
該
1
年
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
か
ら
第
一
項
に
規
定
す
る
不
足

税
額
に
係
る
納
税
通
知
哲
が
発
せ
ら
れ
た
日
ま
で
の
期
間
は
'
前
項
に
親
定

す
る
期
間
か
ら
控
除
す
る
｡

(
個
人
の
町
民
税
の
特
別
徴
収
)

第
四
十
四
条
　
個
人
の
町
民
税
の
納
税
義
務
者
が
当
該
年
度
の
初
日
の
尻
す
る

年
の
前
年
中
に
お
い
て
給
与
の
支
払
を
受
け
た
者
で
あ
り
､
か
つ
､
同
日
に

お
い
て
給
与
の
支
払
を
受
け
て
い
る
者
(
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
-
ち
特

別
徴
収
の
方
浩
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
も
の
を
除
く
｡
以
下
本
条
に
お
い
て
｢
給
与
所
得
者
｣
と
い
う
｡
)
で
あ

第
六
編
　
財
務
　
(
秩
条
例
)

`
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〔
良
和
Ⅹ
〕

･〕

る
場
合
に
お
い
て
ほ
､
当
該
納
税
義
務
者
の
前
年
中
の
給
与
所
得
に
係
る
所

得
創
成
及
び
均
等
割
顕
の
合
算
餌
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
ょ
つ
て
徴
収
す

る
｡一

年
金
､
恩
給
そ
の
他
支
給
期
間
が
一
月
を
こ
え
る
期
間
に
ょ
り
定
め
ら

れ
て
い
る
給
与
の
み
の
支
払
を
受
け
る
者

二
　
外
国
航
路
を
航
行
す
る
船
舶
に
乗
り
組
む
船
員
で
不
定
期
に
給
与
の
支

払
を
受
け
る
も
の

2
　
前
項
の
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
､
当
該
納
税
義
務
者
の
前
年
中
の
所
得
に

給
与
所
得
以
外
の
所
得
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
'
当
該
給
与
所
得
以
外
の

所
得
に
係
る
所
得
割
額
の
全
部
又
は
1
部
を
前
項
の
親
定
に
ょ
つ
て
特
別
徴

収
の
方
法
に
ょ
つ
て
散
収
す
べ
き
給
与
所
得
に
係
る
所
得
剖
額
及
び
均
等
割

額
の
合
算
額
に
加
算
し
て
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
｡
た
だ

し
,
当
該
納
税
義
務
者
が
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
自
ら
又
は
特
別

徴
収
義
務
者
を
通
じ
て
､
給
与
所
得
以
外
の
所
得
に
係
る
所
得
割
紋
の
全
部

又
は
一
部
を
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
た
い
旨
の
申
出
を
し
た

場
合
に
お
い
て
は
､
こ
の
限
り
で
な
い
｡

3
　
前
項
本
文
の
規
定
に
よ
っ
て
給
与
所
得
者
の
給
与
所
得
以
外
の
所
得
に
係

る
所
得
割
毅
の
全
部
又
は
l
部
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
こ

と
と
な
っ
た
後
に
お
い
て
'
当
該
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
給
与
所
得
以
外
の

所
得
に
係
る
所
得
剖
額
の
全
部
又
は
l
部
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
執

三
五
四
三



第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

収
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
特
別
の
事
情
が
生
じ
た
た
め
当

該
給
与
所
得
者
か
ら
給
与
所
得
以
外
の
所
得
に
係
る
所
得
割
額
の
全
部
又
は

一
部
を
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
い
旨
の
申
出
が

あ
っ
た
場
合
で
そ
の
事
情
が
や
む
を
得
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
､
町
長

は
､
当
該
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
べ
き
給
与
所
得
以
外
の
所
得

に
係
る
所
得
割
額
で
ま
だ
特
別
徴
収
に
よ
り
徴
収
し
て
い
な
い
額
の
全
部
又

は
1
部
を
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
り
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
0

4
　
納
税
義
務
者
で
あ
る
給
与
所
得
者
に
対
し
給
与
の
支
払
を
す
る
者
に
当
該

年
度
の
初
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
の
四
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
異
動
を

生
じ
た
場
合
に
お
い
て
､
当
該
給
与
所
得
者
が
当
該
給
与
所
得
者
に
対
し
て

新
た
に
給
与
の
支
払
を
す
る
者
と
な
っ
た
者
(
所
得
税
法
第
百
八
十
三
条
の

塊
定
に
よ
っ
て
給
与
の
支
払
を
す
る
際
所
得
税
を
徴
収
し
て
納
付
す
る
義
務

が
あ
る
者
に
限
る
o
以
下
本
項
に
お
い
て
同
じ
｡
)
を
通
じ
て
､
当
該
異
動
に
よ

っ
て
従
前
の
給
与
の
支
払
を
す
る
者
か
ら
給
与
の
支
払
を
受
け
な
く
な
っ
た

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
十
日
(
そ
の
支
払
を
受
け
な
く
な
っ
た
日
が
翌
年

の
四
月
中
で
あ
る
場
合
に
は
､
同
月
三
十
日
)
ま
で
に
､
第
】
項
の
規
定
に
よ

り
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
る
べ
き
前
年
中
の
給
与
所
得
に
係

る
所
得
割
額
及
び
均
等
割
続
の
合
算
額
(
す
で
に
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ

て
徴
収
さ
れ
た
金
額
が
あ
る
と
き
は
'
当
該
金
額
を
控
除
し
た
金
額
)
を
特
別

徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
た
い
旨
の
申
出
を
し
た
と
き
は
､
当
該
合

l

＼

ノ

_

ヽ

三
五
四
四

第
額
を
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
｡
た
だ
し
､
当

該
申
出
が
翌
年
の
四
月
中
に
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
､
特
別
徴
収
の
方
法
に

ょ
っ
て
徴
収
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
町
長
が
認
め
る
と
き
は
､
こ
の
限

り
で
な
い
｡

(
特
別
徴
収
義
務
者
の
指
定
等
)

第
四
十
五
条
　
前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
特
別
徴
収
に
係

る
町
民
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
'
当
該
年
度
の
初
日
に
お
い
て
同
条
第
一

項
の
納
税
義
務
者
に
対
し
て
給
与
の
支
払
を
す
る
者
(
法
人
で
な
い
社
団
又

は
財
団
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
含
む
｡
以
下
同
じ
｡
)

(
他
の
市
町
村
内
に
お
い
て
給
与
の
支
払
を
す
る
者
を
含
む
｡
以
下
同
じ
｡
)

で
所
得
税
法
第
百
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
っ
て
給
与
の
支
払
を
す
る
際
所
得

税
を
徴
収
し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
る
も
の
と
し
'
前
条
第
四
項
の
規
定
に

ょ
る
特
別
徴
収
に
係
る
町
民
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
､
同
項
の
当
該
給
与

所
得
者
に
対
し
て
新
た
に
給
与
の
支
払
を
す
る
者
と
な
っ
た
者
と
す
る
｡

2
　
同
一
の
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
前
項
の
特
別
徴
収
義
務
者
が
二
以
上
あ
る

場
合
に
お
い
て
各
特
別
徴
収
義
務
者
に
散
収
さ
せ
る
特
別
徴
収
税
額
の
額

は
'
町
長
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

(
特
別
徴
収
税
額
の
納
入
義
務
等
)

第
四
十
六
条
　
前
条
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
､
月
割
嬢
を
徴
収
し
た
月
の
翌
月

十
日
ま
で
に
､
そ
の
徴
収
し
た
月
割
解
を
納
入
書
に
よ
っ
て
納
入
し
な
け
れ

〔
慮
申
Ⅹ
〕

'
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し
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〟

ば
な
ら
な
い
｡

(
特
別
徴
収
税
額
の
納
期
の
特
例
)

第
四
十
六
条
の
〓
　
第
四
十
五
条
第
1
項
の
特
別
散
収
義
務
者
は
､
そ
の
事
務

所
'
事
業
所
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
で
給
与
の
支
払
事
務
を
取
り
扱

-
も
の
(
給
与
の
支
払
を
受
け
る
者
が
常
時
十
人
未
満
で
あ
る
も
の
に
限

る
｡
以
下
本
条
､
次
粂
及
び
第
四
十
六
条
の
四
に
お
い
て
｢
事
務
所
等
｣
と

い
-
0
)
に
つ
き
'
町
長
の
承
認
を
受
け
た
場
合
に
は
､
大
月
か
ら
十
l
月
ま

で
及
び
十
二
月
か
ら
翌
年
五
月
ま
で
の
各
期
間
(
当
該
各
期
間
の
-
ち
そ
の

承
認
を
受
け
た
日
の
属
す
る
期
間
に
つ
い
て
は
､
そ
の
日
の
属
す
る
月
か
ら

当
該
期
間
の
最
終
日
ま
で
の
期
間
)
に
当
該
事
務
所
等
に
お
い
て
支
払
っ
た

給
与
に
つ
い
て
徴
収
し
た
特
別
徴
収
税
額
を
､
前
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
､
当
該
各
期
間
に
尻
す
る
毅
終
月
の
翌
月
十
日
ま
で
に
納
入
す
る
こ
と
が

で
き
る
｡

(
納
期
の
特
例
に
関
す
る
承
認
の
申
請
)

第
四
十
六
条
の
三
　
前
条
の
承
認
の
申
請
を
す
る
者
は
､
そ
の
承
認
を
受
け
よ

-
と
す
る
事
務
所
等
の
所
在
地
､
当
該
事
務
所
等
に
お
い
て
給
与
の
支
払
を

受
け
る
者
の
数
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
町
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
納
期
の
特
例
の
要
件
を
欠
い
た
場
合
の
届
出
)

第
四
十
六
条
の
四
　
第
四
十
六
条
の
二
の
承
認
を
受
け
た
者
は
'
そ
の
承
認
に

第
六
締
　
財
務
　
(
税
条
例
)

′

_

＼

〔鳥輯
Ⅹ〕

<

係
る
事
務
所
等
に
お
い
て
給
与
の
支
払
を
受
け
る
者
が
常
時
十
人
未
満
で
な

く
な
っ
た
場
合
に
は
'
遅
滞
な
く
､
そ
の
旨
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し

た
届
出
書
を
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
こ
の
場
合
に
お
い
て
､

そ
の
届
出
書
の
提
出
が
あ
っ
た
と
き
は
､
そ
の
提
出
の
日
の
属
す
る
同
条
に

規
定
す
る
期
間
以
後
の
期
間
に
つ
い
て
は
､
そ
の
承
認
は
､
そ
の
効
力
を
失

-
も
の
と
す
る
｡

(
承
認
の
取
消
し
等
が
あ
っ
た
場
合
の
納
期
の
特
例
)

第
四
十
六
条
の
五
　
第
四
十
六
条
の
二
の
承
認
の
取
消
し
又
は
前
条
の
届
出
書

の
提
出
が
あ
っ
た
場
合
に
は
､
そ
の
砺
消
し
又
は
提
出
の
日
の
尻
す
る
第
四

十
六
条
の
二
に
規
定
す
る
期
間
に
係
る
第
四
十
六
条
に
規
定
す
る
月
割
額
の

-
ち
同
日
の
尻
す
る
月
分
以
前
の
各
月
分
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
､
同
日

の
尻
す
る
月
の
翌
月
十
日
を
そ
の
納
期
限
と
す
る
｡

(
普
通
徴
収
税
組
へ
の
繰
入
)

第
四
十
七
条
　
個
人
の
町
民
税
の
納
税
者
が
給
与
の
支
払
を
受
け
な
く
な
っ
た

こ
と
等
に
因
り
個
人
の
町
民
税
の
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
さ
れ
な

い
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
､
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
さ

れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
金
額
に
相
当
す
る
税
額
は
､
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ

っ
て
徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
日
以
後
に
お
い
て
到
来
す
る
第
四
十
条

第
一
項
の
納
期
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
に
お
い
て
､
そ

の
日
以
後
に
到
来
す
る
同
条
の
納
期
が
な
い
場
合
に
お
い
て
ほ
直
ち
に
'
普

三
五
四
五



第
六
編
　
財
務
　
(
椀
条
例
)

通
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
｡

2
　
法
第
三
百
二
十
1
条
の
六
第
1
項
の
通
知
に
ょ
つ
て
変
更
さ
れ
た
特
別
徴

収
税
額
に
係
る
個
人
の
町
民
税
の
納
税
者
に
つ
い
て
､
既
に
特
別
徴
収
義
鞍

者
か
ら
町
に
納
入
さ
れ
た
特
別
徴
収
税
額
が
当
該
納
税
者
か
ら
徴
収
す
べ
き

特
別
散
収
税
額
を
こ
え
る
場
合
(
徴
収
す
べ
き
特
別
徴
収
税
額
が
な
い
場
合

を
含
む
｡
)
に
お
い
て
当
該
納
税
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
が
あ
る
と
き
ほ
､

当
該
過
納
又
は
誤
納
に
係
る
税
額
は
､
法
第
十
七
灸
の
二
の
規
定
に
よ
っ
て

当
該
納
税
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
に
充
当
す
る
｡

(
法
人
等
の
町
民
税
の
申
告
納
付
)

第
四
十
八
条
　
町
民
税
を
申
告
納
付
す
る
義
薪
が
あ
る
法
人
等
は
法
聖
百
二

三
条
の
<
竺
項
か
ら
聖
頑
ま
で
及
び
第
五
項
の
申
蓋
冨
そ
れ
ぞ
れ

同
条
鮭
二
項
か
ら
警
頑
ま
で
及
び
第
六
項
の
規
定
に
ょ
る
納
期
限
ま
で
に

町
長
に
提
出
し
､
及
び
そ
の
申
告
に
係
る
税
金
又
は
法
雪
盲
二
王
条
の

八
竺
項
後
段
の
規
定
に
よ
っ
て
提
出
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
申
告

書
に
係
る
税
金
を
納
付
雷
に
よ
っ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

2
　
法
の
施
行
地
に
主
た
る
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
す
る
法
人
が
､
法
の
施

行
軸
外
に
そ
の
源
泉
が
あ
る
所
得
に
つ
い
て
､
外
国
の
法
人
税
等
を
課
さ
れ

た
場
合
に
お
い
て
ほ
､
法
讐
百
二
十
丁
条
の
八
第
八
項
及
び
令
第
四
十
八

条
の
十
三
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
､
控
除
す
べ
き
額
を
前
項
の
競
走
に

ょ
り
申
告
納
付
す
べ
き
法
人
税
割
網
か
ら
控
除
す
る
.

･T･

･
h
u

三
五
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3
　
法
琴
二
百
二
十
1
条
の
八
琴
一
頭
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
(
同
条
第
七
項

の
規
定
に
よ
る
申
告
冒
含
む
｡
以
下
本
項
に
お
い
て
同
じ
.
)
に
係
る
税
金

を
納
付
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
当
該
税
金
に
係
る
法
第
三
百
二
十
l
条
の

八
第
一
項
又
は
第
二
項
の
納
期
限
(
納
期
限
の
延
長
が
あ
っ
た
と
き
は
､
そ

の
延
長
さ
れ
た
納
期
限
と
す
る
｡
)
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
期
間
に
応

じ
､
当
該
税
額
百
円
に
つ
い
て
1
日
四
銭
(
申
告
書
を
提
出
し
た
日
(
申
告

書
が
そ
の
提
出
期
限
前
に
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
､
当
該
提
出
期
限
)
ま
で

の
期
間
又
は
そ
の
期
間
の
末
日
の
翌
日
か
ら
一
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期

間
に
つ
い
て
は
､
1
日
二
銭
)
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
に
相
当
す

る
延
滞
金
を
加
算
し
て
納
付
書
に
よ
っ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

4
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
'
法
人
等
が
法
第
三
百
二
十
1
条
の
八
第
1
項
､

筆
頭
又
は
第
五
項
の
申
告
書
を
提
出
し
た
日
(
当
該
申
告
書
が
そ
の
提
出

期
限
前
に
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
'
当
該
申
告
書
の
提
出
期
限
)
の
翌
日
か

ら
一
年
を
経
過
す
る
日
後
に
同
条
第
三
項
の
申
告
書
を
提
出
し
た
と
き
は
,

詐
偽
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
り
町
民
税
を
免
れ
た
法
人
等
が
法
第
三
百
二

十
一
条
の
十
一
第
1
項
又
は
琴
二
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
が
あ
る
べ
き
こ
と

を
予
知
し
て
当
該
申
告
書
を
提
出
し
た
場
合
を
除
き
､
当
該
一
年
を
経
過
す

る
日
の
翌
日
か
ら
当
該
申
告
書
を
捷
出
し
た
日
(
当
該
申
告
書
が
そ
の
提
出

期
限
前
に
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
'
当
該
申
告
書
の
提
出
期
限
)
ま
で
の
期

間
は
'
延
滞
金
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
期
間
か
ら
控
除
す
る
｡〔
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第
四
十
九
条
　
削
除

(
漢
人
等
の
町
民
税
に
係
る
不
足
税
額
の
納
付
の
手
続
)

喋
五
十
条
　
法
人
等
の
町
民
税
の
納
税
者
は
法
第
三
百
二
十
1
条
の
十
二
の
規

定
に
基
づ
く
納
付
の
告
知
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
､
当
該
不
足
税
額
を

当
該
通
知
書
の
指
定
す
る
期
限
ま
で
に
､
納
付
書
に
よ
っ
て
納
付
し
な
け
れ

は
な
ら
な
い
｡

2
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
'
そ
の
不
足
税
額
に
法
第
三
百
二
十
一
条
の
八

第
1
項
苦
し
-
は
第
二
項
又
は
第
五
項
の
納
期
限
(
同
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
申
告
に
係
る
法
人
税
期
に
係
る
不
足
税
額
に
つ
い
て
も
同
条
第
一
項
又

は
第
二
項
の
納
期
限
に
よ
る
も
の
と
す
る
｡
な
お
､
納
期
限
の
延
長
が
あ
っ

た
と
き
は
､
そ
の
延
長
さ
れ
た
納
期
限
と
す
る
｡
)
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま

で
の
期
間
に
応
じ
､
当
該
不
足
税
額
百
円
に
つ
い
て
一
日
四
銭
(
前
項
の
納

期
限
ま
で
の
期
間
又
は
当
該
納
期
限
の
翌
日
か
ら
1
月
を
経
過
す
る
日
ま
で

の
期
間
に
つ
い
て
は
'
1
日
二
銭
)
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
に
相

当
す
る
延
滞
金
毅
を
加
算
し
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

3
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
､
法
第
三
百
二
十
一
条
の
十
1
第
一
項
又
は
第
三

項
の
規
定
に
ょ
る
更
正
の
通
知
を
し
た
日
が
法
第
三
百
二
十
一
条
の
八
第
一

項
､
第
二
項
又
は
第
五
項
の
申
告
書
を
提
出
し
た
日
(
当
該
申
告
書
が
そ
の

提
出
期
限
前
に
提
出
さ
れ
た
場
合
に
は
､
当
該
申
告
書
の
据
出
期
限
)
の
翌

日
か
ら
l
年
を
経
過
す
る
日
後
で
あ
る
と
き
は
､
詐
偽
そ
の
他
不
正
の
行
為

策
大
藩
　
財
務
　
(
親
条
例
)
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(

に
よ
り
町
民
税
を
免
れ
た
場
合
を
除
き
'
当
該
1
年
を
経
過
す
る
日
の
翌
日

か
ら
当
該
通
知
を
し
た
日
(
法
人
税
に
係
る
修
正
申
告
雷
を
提
出
し
､
又
は

法
人
税
に
係
る
更
正
若
し
く
は
決
定
が
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
更
正
に
係
る
も

の
に
あ
っ
て
ほ
､
当
該
修
正
申
告
書
を
控
出
し
た
日
又
は
国
の
税
務
官
署
が

更
正
若
し
く
は
決
定
の
通
知
を
し
た
日
)
ま
で
の
期
間
は
､
延
滞
金
の
計
算

の
基
礎
と
な
る
期
間
か
ら
控
除
す
る
｡

第
五
十
l
条
及
び
第
五
十
二
条
　
削
除

(
町
民
税
の
減
免
)

第
五
十
三
条
　
町
長
は
'
次
の
各
号
の
l
に
該
当
す
る
者
の
-
ち
町
長
に
お
い

て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
に
対
し
'
町
民
税
を
減
免
す
る
.

1
　
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
保
盃
を
受
け
る
者

〓
　
当
該
年
に
お
い
て
所
得
が
皆
無
と
な
つ
た
た
め
生
活
が
著
し
く
困
姓
と

な
っ
た
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
と
認
め
ら
れ
る
者

≡
　
学
生
及
び
生
徒

四
　
民
法
第
三
十
四
条
の
公
益
法
人

2
　
前
項
の
規
定
に
よ
っ
て
町
民
税
の
減
免
を
受
け
よ
-
と
す
る
者
は
､
納
期

限
前
七
日
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
就
し
た
申
請
書
に
減
免
を
受
け
よ

-
と
す
る
理
由
を
証
明
す
る
書
顕
を
添
付
し
て
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
｡

1
　
法
人
税
額
の
課
税
標
準
の
算
定
期
間
又
は
均
等
割
額
の
算
定
期
間
､
納

三
五
四
七
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第
六
編
　
財
務
二
親
条
例
)

期
限
及
び
税
額

二
　
減
免
を
受
け
よ
-
と
す
る
理
由

第
毒
の
規
定
に
よ
っ
て
町
民
税
の
減
免
を
受
け
た
者
は
､
そ
の
理
由
が

消
滅
し
た
場
合
に
お
い
て
は
､
直
ち
に
そ
の
旨
を
町
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
｡

三
五
四
八
丁
士
五
五
八
)

望
十
三
条
の
四
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
の
額
は
､
前
条
竺
項
の
退
職

所
得
の
金
額
を
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
金
額
の
区
分
に
よ
っ
て
区
分
し
,

当
該
区
分
に
応
ず
る
同
義
の
下
欄
に
掲
げ
る
率
を
順
次
適
用
し
て
計
許
し
た

金
額
の
合
計
額
と
す
る
｡

(
退
職
所
得
の
課
税
の
特
例
)

第
五
十
三
条
の
=
退
職
手
当
等
(
所
得
税
法
第
百
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り

そ
の
所
得
税
を
徴
収
し
て
納
付
す
べ
き
も
の
に
限
る
｡
以
下
同
じ
｡
)
の
支
払

を
受
け
る
べ
き
日
の
属
す
る
年
の
1
月
言
現
在
に
お
い
て
町
内
に
住
所
を

有
す
る
者
が
当
該
退
職
手
当
等
の
支
払
を
受
け
る
場
合
に
は
当
該
退
職
手
当

等
に
係
る
所
得
割
は
､
箪
二
十
三
条
､
第
三
十
四
条
の
三
､
警
十
四
条
の

五
及
び
第
三
十
七
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
､
当
該
退
職
手
当
等
に
係
る
所

得
を
他
の
所
得
と
区
分
し
､
次
条
か
ら
第
芋
三
条
の
十
二
享
に
親
定
す

る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
課
す
る
｡

(
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
の
課
税
標
準
)

第
五
十
三
条
の
三
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
の
課
税
標
準
は
,
そ
の
年
中
の

退
職
所
得
金
額
と
す
る
｡

2
前
項
の
退
職
所
得
金
額
は
,
所
得
費
第
三
十
条
讐
項
に
規
定
す
る
退

職
所
得
金
額
の
計
算
の
例
に
よ
っ
て
算
定
す
る
｡

(
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
の
税
率
)
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(
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
の
徴
収
)

第
五
十
三
条
の
五
　
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
は
､
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ

て
徴
収
す
る
｡

(
特
別
徴
収
義
務
者
の
指
定
)

第
五
十
三
条
の
大
　
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
､
当
該

分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者
に
対
し
て
退
職
手
当
等
の
支
払
を

す
る
者
(
他
の
市
町
村
内
に
お
い
て
退
職
手
当
等
の
支
払
を
す
る
者
を
含
む
｡

以
下
同
じ
｡
)
と
す
る
｡

(
特
別
徴
収
税
額
の
納
入
の
義
務
等
)

第
五
十
三
条
の
七
　
前
条
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
､
退
職
手
当
等
の
支
払
を
す

る
際
､
そ
の
退
職
手
当
等
に
つ
い
て
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
を
徴
収
し
､

そ
の
徴
収
の
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
十
日
ま
で
に
､
施
行
規
則
第
五
号
の

八
様
式
に
ょ
る
納
入
申
告
書
を
町
長
に
提
出
し
'
及
び
そ
の
納
入
金
を
町
に

納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
特
別
徴
収
税
額
の
納
期
の
特
例
)

第
五
十
三
条
の
七
の
〓
　
第
四
十
六
条
の
二
か
ら
第
四
十
六
条
の
五
ま
で
の
規

定
は
､
前
条
の
規
定
に
よ
り
同
条
の
納
入
金
を
納
入
す
る
場
合
に
つ
い
て
準

用
す
る
｡
こ
の
場
合
に
お
い
て
､
第
四
十
六
条
の
二
中
｢
第
四
十
五
条
第
一

項
｣
と
あ
る
の
は
｢
第
五
十
三
条
の
六
｣
と
､
｢
支
払
っ
た
給
与
｣
と
あ
る

の
ほ
｢
支
払
っ
た
退
職
手
当
等
｣
と
､
｢
納
入
｣
と
あ
る
の
は
｢
申
告
納

寛
大
編
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税
条
例
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入
｣
と
読
み
替
え
'
第
四
十
六
条
の
四
中
｢
第
四
十
六
条
の
二
｣
と
あ
る
の

は
｢
第
五
十
三
条
の
七
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
六
条
の
二
｣
と
読

み
替
え
､
第
四
十
六
条
の
五
中
｢
第
四
十
六
条
の
二
｣
と
あ
る
の
は
｢
第
五

十
三
条
の
七
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
六
条
の
二
｣
と
'
｢
第
四
十

六
条
に
規
定
す
る
月
割
額
｣
と
あ
る
の
は
｢
第
五
十
三
条
の
七
の
親
定
に
よ

り
徴
収
し
た
特
別
徴
収
税
額
｣
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
｡

(
特
別
徴
収
税
額
)

第
五
十
三
条
の
八
　
第
五
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
徴
収
す
べ
き
分
離
課
税

に
係
る
所
得
割
の
感
は
'
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
'
当
該

各
号
に
掲
げ
る
税
額
と
す
る
｡

1
　
退
職
手
当
等
の
支
払
を
受
け
る
者
が
提
出
し
た
次
条
第
一
項
の
規
定
に

ょ
る
申
著
書
(
以
下
本
条
､
次
粂
第
二
項
及
び
第
五
十
三
条
の
十
第
一
項

に
お
い
て
'
｢
退
職
所
得
申
告
書
｣
と
い
-
0
)
に
､
そ
の
支
払
-
べ
き
こ

と
が
確
定
し
た
年
に
お
い
て
支
払
-
べ
き
こ
と
が
確
定
し
た
他
の
退
職
手

当
等
で
既
に
支
払
が
さ
れ
た
も
の
(
次
号
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て

｢
支
払
済
み
の
他
の
退
職
手
当
等
｣
と
い
-
0
)
が
な
い
旨
の
記
載
が
あ
る

場
合
そ
の
支
払
-
退
職
手
当
等
の
金
額
に
つ
い
て
第
五
十
三
条
の
≡
及
び

第
五
十
三
条
の
四
の
規
定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
税
額

〓
　
退
職
手
当
等
の
支
払
を
受
け
る
者
が
投
出
し
た
退
職
所
得
申
告
書
に
'

支
払
済
み
の
他
の
退
職
手
当
等
が
あ
る
旨
の
記
載
が
あ
る
場
合
､
そ
の
支

三
五
五
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払
済
み
の
他
の
退
職
手
当
等
の
金
額
と
そ
の
支
払
-
退
職
手
当
等
の
金
額

と
の
合
計
額
に
つ
い
て
第
五
十
三
条
の
≡
及
び
第
五
十
三
条
の
四
の
規
定

を
適
用
し
て
計
算
し
た
税
額
か
ら
､
そ
の
支
払
済
み
の
他
の
退
職
手
当
等

に
つ
き
第
五
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ
り
徴
収
さ
れ
た
又
は
徴
収
さ
れ
る

べ
き
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
の
額
を
控
除
し
た
残
額
に
相
当
す
る
税
額

2
　
退
職
手
当
等
の
支
払
を
受
け
る
者
が
そ
の
支
払
を
受
け
る
時
ま
で
に
退
職

所
得
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い
と
き
は
､
第
五
十
三
条
の
七
の
規
定
に
よ

り
徴
収
す
べ
き
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
の
額
は
'
そ
の
支
払
-
退
職
手
当

等
の
金
額
に
つ
い
て
第
五
十
三
条
の
≡
及
び
第
五
十
三
条
の
四
の
規
定
を
適

用
し
て
計
算
し
た
税
額
と
す
る
｡

(
退
職
所
得
申
告
書
)

第
五
十
三
条
の
九
　
退
職
手
当
等
の
支
払
を
受
け
る
者
で
そ
の
退
職
手
当
等
の

支
払
を
受
け
る
べ
き
日
の
尻
す
る
年
の
一
月
一
日
現
在
に
お
い
て
町
内
に
住

所
を
有
す
る
者
は
'
そ
の
支
払
を
受
け
る
時
ま
で
に
､
施
行
規
則
第
五
号
の

九
株
式
に
よ
る
申
告
雷
を
'
そ
の
退
職
手
当
等
の
支
払
を
す
る
者
を
経
由
し

て
､
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
こ
の
場
合
に
お
い
て
､
支
払
済

み
の
他
の
退
職
手
当
等
が
あ
る
旨
を
記
載
し
た
申
告
書
を
捉
出
す
る
と
き

は
､
当
該
申
告
書
に
当
該
支
払
済
み
の
他
の
退
職
手
当
等
に
つ
き
法
第
三
百

二
十
八
条
の
十
四
の
親
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
特
別
徴
収
票
を
添
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
｡

ヽ

p
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2
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
､
退
職
所
得
申
骨
書
が
そ
の
提
出
の
際
に
経
由
す

べ
き
退
職
手
当
等
の
支
払
を
す
る
者
に
受
理
さ
れ
た
と
き
は
'
そ
の
退
職
所

得
申
告
書
は
､
そ
の
受
理
さ
れ
た
時
に
町
長
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
な

す
｡(

退
職
所
得
申
告
書
の
不
提
出
に
関
す
る
過
料
)

第
五
十
三
条
の
十
　
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
退
職
所
得
申

告
尋
を
正
当
な
理
由
が
な
く
て
提
出
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
､
そ
の
者
に
対

し
､
≡
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
｡

2
　
前
項
の
過
料
の
額
は
､
情
状
に
よ
り
､
町
長
が
定
め
る
｡

3
　
第
一
項
の
過
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
発
す
る
納
入
通
知
書
に
指
定

す
べ
き
納
期
限
は
'
そ
の
発
付
の
日
か
ら
十
日
以
内
と
す
る
｡

(
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
の
不
足
金
紐
等
の
納
入
)

第
五
十
三
条
の
十
一
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
､
法

第
三
百
二
十
八
灸
の
十
､
第
三
百
二
十
八
条
の
十
一
又
は
第
三
百
二
十
八
条

の
十
l
石
場
合
に
お
い
て
不
足
金
額
又
は
過
少
申
告
加
算
金
額
､
不
申
告
加

算
金
網
若
し
く
は
重
加
算
金
額
の
納
入
の
告
知
を
受
け
た
と
き
は
､
こ
れ
ら

の
金
額
を
当
該
告
知
書
で
指
定
す
る
期
限
ま
で
に
納
入
書
に
よ
っ
て
納
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
の
普
通
徴
収
)

第
五
十
三
条
の
十
二
　
そ
の
年
に
お
い
て
退
職
手
当
等
の
支
払
を
受
け
た
者
が
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第
五
十
三
条
の
八
第
二
項
に
規
定
す
る
分
離
課
税
に
係
る
所
得
割
の
鱗
を
徴

収
さ
れ
た
又
は
徴
収
さ
れ
る
べ
き
場
合
に
お
い
て
'
そ
の
者
の
そ
の
年
中
に

お
け
る
退
職
手
当
等
の
金
額
に
つ
い
て
第
五
十
三
条
の
三
及
び
第
五
十
三
条

の
四
の
規
定
を
適
用
し
て
計
算
し
た
税
毅
が
当
該
退
職
手
当
等
に
つ
き
第
五

十
三
条
の
七
の
裁
定
に
よ
り
徴
収
さ
れ
た
又
は
徴
収
さ
れ
る
べ
き
分
離
課
税

に
係
る
所
得
割
の
額
を
こ
え
る
と
き
は
､
第
五
十
三
条
の
玉
の
競
走
に
か
か

わ
ら
ず
､
そ
の
こ
え
る
金
額
に
相
当
す
る
税
額
を
直
ち
に
､
普
通
徴
収
の
方

法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
｡
こ
の
場
合
に
は
､
第
四
十
条
か
ら
第
四
十
三
条
ま

で
の
規
定
は
､
通
用
し
な
い
｡

2
　
前
項
の
場
合
に
は
､
同
項
の
規
定
に
よ
っ
て
徴
収
す
べ
き
税
額
に
第
五
十

≡
条
の
七
又
は
第
五
十
三
条
の
七
の
二
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
六
条
の

二
の
納
期
限
(
納
期
限
の
延
長
が
あ
っ
た
と
き
は
'
そ
の
延
長
さ
れ
た
納
期

限
と
す
る
｡
以
下
本
項
に
お
い
て
同
じ
｡
)
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
期

間
に
応
じ
､
当
該
税
額
百
円
に
つ
い
て
一
日
四
銭
(
納
期
限
ま
で
の
期
間
又

は
納
期
限
の
翌
日
か
ら
一
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
､
1

日
二
銭
)
の
割
合
を
乗
じ
て
計
辞
し
た
金
額
に
相
当
す
る
延
滞
金
を
加
算
し

て
徴
収
す
る
｡

第
二
節
　
固
定
資
産
税

(
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
)

第
五
十
四
条
　
固
定
資
産
税
は
､
固
定
資
産
(
土
地
'
家
屋
及
び
償
却
資
産
を

第
六
編
　
財
務
　
(
秩
条
例
)
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臨
称
す
る
｡
以
下
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
同
じ
｡
)
に
対
し
'
そ
の
所
有
者

(
質
権
又
は
百
年
よ
り
永
い
存
続
期
間
の
定
の
あ
る
地
上
権
の
目
的
で
あ
る

土
地
に
つ
い
て
は
そ
の
質
権
者
又
は
地
上
権
者
と
す
る
｡
以
下
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
同
じ
o
)
に
課
す
る
｡

2
　
前
項
の
所
有
者
と
は
､
土
地
又
は
家
屋
に
つ
い
て
は
へ
土
地
登
記
簿
若
し

く
は
土
地
補
充
諜
餅
台
帳
又
は
建
物
登
記
樽
若
し
く
は
家
屋
補
充
課
税
台
帳

に
所
有
者
(
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
梓
(
昭
和
三
十
七
年
法
律
第

六
十
九
号
)
第
二
条
第
三
項
の
専
有
部
分
の
属
す
る
家
屋
(
同
法
第
三
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
共
用
部
分
と
さ
れ
た
附
属
の
建
物
を
含
む
｡
)
に
つ
い
て

は
へ
当
該
家
屋
に
係
る
同
法
第
二
条
第
二
項
の
区
分
所
有
者
(
以
下
｢
区
分

所
有
者
｣
と
い
-
0
)
と
す
る
｡
以
下
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
同
様
と
す
る
｡
)

と
し
て
登
記
又
は
登
録
さ
れ
て
い
る
者
を
い
-
｡
こ
の
場
合
に
お
い
て
'
所

有
者
と
し
て
登
記
又
は
登
録
さ
れ
て
い
る
個
人
が
賦
課
期
旦
別
に
死
亡
し
て

い
る
と
き
､
若
し
く
は
所
有
者
と
し
て
登
記
又
は
登
録
さ
れ
て
い
る
法
人
が

同
日
前
に
消
滅
し
て
い
る
と
き
､
又
は
所
有
者
と
し
て
登
記
さ
れ
て
い
る
法

第
三
百
四
十
八
粂
第
一
項
の
者
が
同
旦
別
に
所
有
者
で
な
く
な
っ
て
い
る
と

く

き
は
､
同
日
に
お
い
て
当
該
土
地
又
は
家
屋
を
現
に
所
有
し
て
い
る
者
を
い

六
ノ
0

3
　
第
】
項
の
所
有
者
と
は
､
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
'
償
却
資
産
課
税
台
帳

に
所
有
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
者
を
い
-
｡

三
五
六
)
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編
　
財
務
　
(
碗
条
例
)

4
　
固
定
資
産
の
所
有
者
の
所
在
が
霞
災
､
風
水
害
'
火
災
そ
の
他
の
理
由
に
よ

っ
て
不
明
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
ほ
'
そ
の
使
用
者
を
所
有
者
と
み
な
し
て
'

こ
れ
を
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
し
'
そ
の
者
に
固
定
資
産
税
を
課
す
る
｡

5
　
土
地
区
画
整
埋
法
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
又
は
土
地
改
良
法
に
よ
る

土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
係
る
土
地
に
つ
い
て
は
'
法
令
又
は
規
約
等
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
仮
換
地
､
1
時
利
用
地
そ
の
他
の
仮
に
使
用
し
､
若

し
く
は
収
益
す
る
こ
と
が
で
き
る
土
地
(
以
下
本
項
に
お
い
て
｢
仮
換
地

等
｣
と
絶
称
す
る
｡
)
の
指
定
が
あ
っ
た
場
合
又
は
土
地
区
画
整
理
法
第
百
条

の
二
の
規
定
に
よ
っ
て
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
者
が
管
理
す
る
土
地
で

当
該
施
行
者
以
外
の
者
が
仮
に
使
用
す
る
も
の
(
以
下
｢
仮
便
用
地
｣
と
い

-
0
)
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
､
当
該
仮
換
地
等
又
は
仮
使
用
地
に
つ
い
て

使
用
し
､
又
は
収
益
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
換
地
処
分

の
公
告
が
あ
る
日
又
は
換
地
計
画
の
認
可
の
公
告
が
あ
る
日
ま
で
の
間
は
､

仮
換
地
等
に
あ
つ
て
は
当
該
仮
換
地
等
に
対
応
す
る
従
前
の
土
地
に
つ
い
て

土
地
登
記
絡
又
は
土
地
補
充
課
税
台
帳
に
所
有
者
と
し
て
登
記
又
は
登
録
さ

れ
て
い
る
者
を
も
っ
て
､
仮
使
用
地
に
あ
つ
て
は
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施

行
者
以
外
の
仮
使
用
地
の
使
用
者
を
も
っ
て
､
そ
れ
ぞ
れ
当
該
仮
換
地
等
又

は
仮
佳
用
地
に
係
る
第
一
項
の
所
有
者
と
み
な
し
､
換
地
処
分
の
公
告
が
あ

っ
た
日
又
は
換
地
計
画
の
認
可
の
公
告
が
あ
っ
た
日
か
ら
換
地
又
は
保
留
地

を
摂
待
し
た
者
が
土
地
登
記
称
に
当
該
換
地
又
は
保
留
地
に
係
る
所
有
者
と

三
五
六
二

し
て
登
記
さ
れ
る
日
ま
で
の
間
は
当
該
換
地
又
は
保
留
地
を
砺
得
し
た
者
を

も
っ
て
当
該
換
地
又
は
保
留
地
に
係
る
第
l
項
の
所
有
者
と
み
な
す
｡

6
　
公
有
水
面
埋
立
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
っ
て
使
用
す
る
埋
立
地
若
し

く
は
干
拓
地
(
以
下
本
項
に
お
い
て
｢
埋
立
地
等
｣
と
い
-
0
)
又
は
国
が
埋

立
て
若
し
く
は
干
拓
に
よ
っ
て
造
成
す
る
埋
立
地
等
(
同
法
第
四
十
二
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
竣
工
通
知
前
の
埋
立
地
等
に
限
る
｡
以
下
本
項
に
お
い

て
同
じ
｡
)
で
工
作
物
を
設
置
し
､
そ
の
他
土
地
を
使
用
す
る
場
合
と
同
様
の

状
態
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
(
埋
立
て
又
は
干
拓
に
関
す
る
工
事
に
関
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
除
く
｡
)
に
つ
い
て
は
､
こ
れ
ら
の
埋
立
地
等
を

も
っ
て
土
地
と
み
な
し
､
こ
れ
ら
の
埋
立
地
等
の
-
ち
､
都
道
府
県
､
市
町

村
､
特
別
区
'
こ
れ
ら
の
組
合
､
財
産
区
及
び
地
方
開
発
事
業
団
(
以
下
本

項
に
お
い
て
｢
都
道
府
県
等
｣
と
い
-
0
)
以
外
の
者
が
同
法
第
二
十
三
条
の

規
定
に
よ
っ
て
使
用
す
る
埋
立
地
等
に
あ
つ
て
は
､
当
該
埋
立
地
等
を
使
用

す
る
者
を
も
っ
て
当
該
埋
立
地
等
に
係
る
第
一
項
の
所
有
者
と
み
な
し
､
都

道
府
県
等
が
同
条
の
規
定
に
よ
っ
て
使
用
し
､
又
は
国
が
埋
立
て
若
し
く
は

干
拓
に
よ
っ
て
造
成
す
る
埋
立
地
等
に
あ
っ
て
ほ
､
都
道
府
県
等
又
は
国
が

当
該
埋
立
地
等
を
都
道
府
県
等
又
は
国
以
外
の
者
に
使
用
さ
せ
て
い
る
場
合

に
限
り
､
当
該
埋
立
地
等
を
使
用
す
る
者
(
土
地
改
良
法
第
八
十
七
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
文
は
都
道
府
県
が
行
な
-
同
項
第
二
号
の
事
業
に

ょ
り
造
成
さ
れ
た
埋
立
地
等
を
使
用
す
る
者
で
地
方
税
法
施
行
令
第
四
十
九

L
　
一

ヽ

･

Y

■
.

〔鳥由帖ふ〕
ヽ
一

一

､

1

n
Ⅶ
川
U
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条
に
規
定
す
る
者
を
除
く
｡
)
を
も
っ
て
当
該
埋
立
地
等
に
係
る
第
一
項
の
所

有
者
と
み
な
す
｡

7
　
信
託
会
社
(
信
託
業
務
を
兼
営
す
る
銀
行
を
含
む
｡
以
下
本
項
に
お
い
て

同
じ
｡
)
が
信
託
の
引
受
け
を
し
た
償
却
資
産
で
､
そ
の
信
託
行
為
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
し
た
が
い
当
該
信
託
会
社
が
他
の
者
に
こ
れ
を
譲
渡
す
る
こ
と
を

条
件
と
し
て
当
該
他
の
者
に
貸
貸
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
､
当
該
償
却

資
産
が
当
該
他
の
者
の
事
業
の
用
に
供
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
'
当
該
他

打
者
を
も
っ
て
第
1
項
の
所
有
者
と
み
な
す
｡

(
固
定
資
産
の
非
課
税
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
-
と
す
る
者
が
す
べ
き
申

告
)

第
五
十
五
条
　
法
第
三
百
四
十
八
条
第
二
項
第
三
号
の
土
地
又
は
家
屋
に
つ
い

て
同
条
同
項
本
文
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
-
と
す
る
者
は
'
土
地
に
つ
い

て
は
第
一
号
及
び
第
二
号
に
､
家
屋
に
つ
い
て
は
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲

げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
に
､
当
該
土
地
又
は
家
屋
が
神
社
'
寺
院
又

は
教
会
の
所
有
に
属
し
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
､
当
該
土
地
又

は
家
屋
を
当
該
神
社
､
寺
院
又
は
教
会
に
無
料
で
使
用
さ
せ
て
い
る
こ
と
を

証
明
す
る
書
面
を
添
付
し
て
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

]
　
土
地
の
所
在
､
地
番
へ
地
目
及
び
地
積
並
び
に
そ
の
用
途

〓
　
神
社
､
寺
院
又
は
教
会
の
設
立
及
び
墳
内
地
若
し
く
は
構
内
地
の
区
域

第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

▲

一

-

■
も

〔
島
中
文
〕

変
更
の
年
月
日

三
　
家
屋
の
所
在
､
家
屋
番
号
､
榎
採
､
構
造
及
び
床
面
積
並
び
に
そ
の
用

途
四
　
宗
教
法
人
の
用
に
供
し
始
め
た
時
期

第
五
十
六
条
　
法
第
二
音
四
十
八
粂
第
二
項
第
九
号
又
は
第
十
二
号
の
固
定
資

産
に
つ
い
て
同
条
同
項
本
文
の
親
定
の
適
用
を
受
け
よ
-
と
す
る
著
は
､
土

地
に
つ
い
て
は
第
一
号
及
び
第
二
号
に
､
家
屋
に
つ
い
て
は
第
三
号
及
び
第

四
号
に
､
俄
却
資
産
に
つ
い
て
は
第
五
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
申
告
苔
に
､
当
該
土
地
､
家
屋
又
は
償
却
資
産
が
学
校
法
人
若
し
く

は
私
立
学
校
法
第
六
十
四
条
第
四
項
の
法
人
､
民
法
第
三
十
四
条
の
法
人
､

宗
教
法
人
､
若
し
く
は
社
会
福
祉
法
人
で
幼
稚
園
を
設
置
す
る
も
の
､
民
法

第
三
十
四
条
の
法
人
で
看
護
婦
､
準
看
護
婦
､
歯
科
衛
生
士
又
は
憾
科
技
工

士
の
養
成
所
を
設
置
す
る
も
の
､
日
本
赤
十
字
社
､
民
法
第
三
十
四
条
の
法

人
で
図
書
館
を
設
置
す
る
も
の
､
民
法
第
三
十
四
条
の
法
人
若
し
-
は
宗
教

法
人
で
博
物
館
法
第
二
条
第
一
項
の
博
物
館
を
設
置
す
る
も
の
又
は
民
法
第

三
十
四
条
の
法
人
で
学
術
の
研
究
を
目
的
と
す
る
も
の
(
以
下
本
条
に
お
い

て
｢
学
校
法
人
等
｣
と
い
-
0
)
の
所
有
に
属
し
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
お

い
て
は
､
当
該
土
地
､
家
屋
又
は
償
却
資
産
を
当
該
学
校
法
人
等
に
無
料
で

使
用
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
面
を
添
付
し
て
町
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
｡

三
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財
務
　
(
税
条
例
)

l
　
土
地
の
所
在
､
地
番
､
地
目
及
び
地
積
並
び
に
そ
の
用
途

〓
　
学
校
若
し
く
は
図
書
館
の
設
立
､
養
成
所
の
指
定
､
博
物
館
の
登
録
若

し
く
は
学
術
の
研
究
を
目
的
と
す
る
法
人
の
登
記
の
年
月
日
又
は
当
該
学

校
､
図
書
館
､
養
成
所
､
博
物
館
若
し
く
は
学
術
の
研
究
を
目
的
と
す
る

法
人
の
用
に
供
す
る
土
地
の
区
域
変
更
の
年
月
日

≡
　
家
屋
の
所
在
へ
家
屋
番
号
'
種
類
'
構
造
及
び
床
面
積
並
び
に
そ
の
用

途
四
　
直
接
保
育
若
し
く
は
教
育
の
用
に
供
し
始
め
た
時
期
'
直
接
寄
宿
舎
の

用
に
供
し
始
め
た
時
期
､
直
接
図
書
館
の
用
に
供
し
始
め
た
時
期
'
直
接

博
物
館
の
用
に
供
し
始
め
た
時
期
又
は
直
接
学
術
の
研
究
の
用
に
供
し
始

め
た
時
期

五
　
倍
却
資
産
の
所
在
'
種
類
及
び
数
量
並
び
に
そ
の
用
途

六
　
直
接
保
育
若
し
-
は
教
育
の
用
に
供
し
始
め
た
時
期
､
直
接
寄
宿
舎
の

用
に
供
し
始
め
た
時
期
､
直
接
図
書
館
の
用
に
供
し
始
め
た
時
期
､
直
接

博
物
銀
の
用
に
供
し
始
め
た
時
期
又
は
直
接
学
術
の
研
究
の
用
に
供
し
始

め
た
時
期

第
五
十
七
条
　
法
第
三
百
四
十
八
条
第
二
項
第
十
号
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
同

条
同
項
本
文
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
-
と
す
る
者
は
､
土
地
に
つ
い
て
は

第
7
号
及
び
第
二
号
に
､
家
屋
に
つ
い
て
は
琴
二
号
及
び
第
四
号
に
'
償
却

資
産
に
つ
い
て
は
第
五
号
及
び
第
六
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書

_I.h
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に
当
該
土
地
､
家
屋
又
は
償
却
資
産
が
社
会
福
祉
事
業
､
更
生
保
護
事
業
へ

生
清
保
護
法
に
よ
る
保
護
施
設
'
児
童
福
祉
法
に
よ
る
児
童
福
祉
施
設
'
老

人
福
祉
法
に
よ
る
老
人
福
祉
施
設
及
び
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る
身
体
障

害
者
更
生
援
護
施
設
(
以
下
本
条
に
お
い
て
｢
社
会
福
祉
事
業
等
｣
と
い

-
0
)
の
経
営
す
る
者
の
所
有
に
属
し
な
い
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
'

当
該
土
地
へ
家
屋
又
は
償
却
資
産
を
当
該
社
会
福
祉
事
業
等
の
経
営
す
る
者

に
無
料
で
使
用
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
面
を
添
付
し
て
町
長
に
控

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

1
　
土
地
の
所
在
､
地
番
､
地
目
及
び
地
横
並
び
に
そ
の
用
途

二
　
社
会
福
祉
事
業
等
の
開
始
若
し
く
は
設
立
及
び
当
該
社
会
福
祉
事
業
等

の
用
に
供
す
る
土
地
の
区
域
変
更
の
年
月
日

≡
　
家
屋
の
所
在
､
家
屋
番
号
'
種
洋
､
構
造
及
び
床
面
積
並
び
に
そ
の
用

途
四
　
社
会
福
祉
事
業
等
の
用
に
供
し
始
め
た
時
期

五
　
倍
却
資
産
の
所
在
'
種
顛
'
数
丑
及
び
そ
の
用
途

大
　
社
会
福
祉
事
業
等
の
用
に
供
し
始
め
た
時
期

第
五
十
人
魚
　
法
第
三
百
四
十
八
条
第
二
項
第
十
1
号
の
二
及
び
第
十
7
号
の

三
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
同
条
岡
項
本
文
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
-
と
す

る
者
は
'
土
地
に
つ
い
て
は
第
一
号
に
､
家
屋
に
つ
い
て
は
第
二
号
及
び
第

三
号
に
､
併
却
資
産
に
つ
い
て
は
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記

ヽ

ヽ

′

　

ー

･

L
j

赦
し
た
申
告
書
を
､
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

l
　
土
地
の
所
在
､
地
番
､
地
目
及
び
地
積
弛
び
に
そ
の
用
途

二
　
家
屋
の
所
在
'
家
屋
番
号
､
種
頬
､
構
造
及
び
床
面
硫
並
び
に
そ
の
用

途
≡
　
直
接
病
院
等
又
は
家
畜
診
療
所
の
用
に
供
し
始
め
た
時
期

四
　
償
却
資
産
の
所
在
､
種
類
及
び
数
量
並
び
に
そ
の
用
途

五
　
直
接
病
院
又
は
家
畜
診
療
所
の
用
に
供
し
始
め
た
時
期

(
固
定
資
産
税
の
非
課
税
の
規
定
の
適
用
を
受
け
な
く
な
っ
た
固
定
資
産
の

所
有
者
が
す
べ
き
申
告
)

第
五
十
九
条
　
法
第
三
百
四
十
八
粂
第
二
項
第
三
号
､
第
九
号
'
筋
十
号
､
第

十
一
号
の
二
､
第
十
一
号
の
三
叉
は
第
十
二
号
の
固
定
資
産
と
し
て
同
条
同

項
本
文
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
固
定
資
産
に
つ
い
て
､
当
該
各
号
に
掲
げ

る
用
途
に
供
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合
又
は
無
料
で
使
用
さ
せ
た
固
定
資

産
を
有
料
で
使
用
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
､
当
該
固
定
資

産
の
所
有
者
は
､
そ
の
旨
を
直
ち
に
町
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
非
課
税
の
固
定
匪
産
に
対
す
る
有
料
貸
付
者
の
納
税
義
務
)

第
六
十
条
　
固
定
資
産
を
有
料
で
借
り
受
け
た
者
が
こ
れ
を
法
第
三
百
四
十
八

条
第
二
項
に
掲
げ
る
固
定
資
産
と
し
て
使
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
当
該
固

定
資
産
の
所
有
者
に
対
し
固
定
資
産
税
を
課
す
る
｡

(
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
)

第
六
編
　
財
務
　
(
戟
条
例
)

I
-
-

〔rLqJ山嶺〕

第
六
十
l
条
　
基
準
年
産
(
昭
和
三
十
一
年
度
及
び
昭
和
三
十
≡
年
度
並
び
に

昭
和
≡
十
=
毎
度
か
ら
起
算
し
て
三
年
度
又
は
三
の
倍
数
の
年
度
を
経
過
す

る
ご
と
の
年
度
を
い
-
｡
以
下
同
じ
｡
)
に
係
る
賦
課
期
日
に
所
在
す
る
土
地

又
は
家
屋
(
以
下
｢
基
準
年
度
の
土
地
又
は
家
屋
｣
と
い
-
0
)
に
対
し
て
課

す
る
基
準
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
､
当
該
土
地
又
は
家
屋
の
基

準
年
度
に
係
る
賦
課
期
日
に
お
け
る
価
格
(
以
下
｢
基
準
年
皮
の
価
格
｣
と

い
-
0
)
で
土
地
課
税
台
帳
若
し
く
は
土
地
補
充
課
税
台
帳
(
以
下
｢
土
地
課

税
台
帳
等
｣
と
い
-
0
)
又
は
家
屋
課
税
台
帳
若
し
く
は
家
屋
補
充
課
税
台
場

(
以
下
｢
家
屋
課
税
台
帳
等
｣
と
い
-
0
)
に
登
録
さ
れ
た
も
の
と
す
る
｡

2
　
基
準
年
皮
の
土
地
又
は
家
屋
に
対
し
て
訣
す
る
第
二
年
度
(
基
準
年
皮
の

翌
年
度
を
い
-
｡
以
下
同
じ
｡
)
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
､
当
該
土
地

又
は
家
屋
に
係
る
基
準
年
皮
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
基
礎
と
な
っ
た

価
格
で
土
地
課
税
台
帳
等
又
は
家
屋
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ
れ
た
も
の
と
す

る
｡
た
だ
し
､
基
準
年
度
の
土
地
又
は
家
屋
に
つ
い
て
第
二
年
度
の
固
定
資

産
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
地
目
の
変
換
､
家
屋
の
改
築
若
し
く
は
択
壊
そ

の
他
こ
れ
ら
に
帯
す
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
た
め
､
又
は
他
の
市
町
村
の
区

域
の
全
部
若
し
く
は
1
部
を
編
入
し
た
た
め
､
基
準
年
皮
の
固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
の
基
礎
と
な
っ
た
価
格
に
よ
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
か
又
は
町

内
を
通
じ
て
固
定
資
産
税
の
課
税
上
著
し
く
均
衡
を
失
す
る
と
町
長
が
認
め

る
場
合
に
お
い
て
は
､
当
該
土
地
又
は
家
屋
に
対
し
て
課
す
る
第
二
年
度
の

三
五
六
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固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
､
当
該
土
地
又
は
家
屋
に
相
似
す
る
土
地
又
は

家
屋
の
基
準
年
度
の
価
格
に
比
準
す
る
価
格
で
土
地
課
税
台
帳
等
又
は
家
屋

課
税
台
帳
等
に
登
録
さ
れ
た
も
の
と
す
る
｡

基
準
年
皮
の
土
地
又
は
家
屋
に
対
し
て
課
す
る
第
三
年
度
(
第
二
年
度
の

翌
年
度
を
い
-
o
以
下
同
じ
｡
)
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
､
当
該
土
地

又
は
家
屋
に
係
る
基
準
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
基
礎
と
な
っ
た

価
格
(
第
二
年
度
に
お
い
て
前
項
た
だ
し
書
に
掲
げ
る
事
情
が
あ
っ
た
た
め

同
項
た
だ
し
藷
の
規
定
に
よ
っ
て
当
該
土
地
又
は
家
屋
に
対
し
て
課
す
る
第

二
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
さ
れ
た
価
格
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

は
､
当
該
価
格
と
す
る
｡
以
下
本
項
に
お
い
て
同
じ
｡
)
で
土
地
課
税
台
帳
等

又
は
家
屋
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ
れ
た
も
の
と
す
る
｡
た
だ
し
へ
基
準
年
皮

の
土
地
又
は
家
屋
に
つ
い
て
第
三
年
度
の
固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
に
お
い

て
地
目
の
変
換
､
家
屋
の
改
築
若
し
く
は
択
壊
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
特
別

の
事
情
が
あ
る
た
め
､
又
は
他
の
市
町
村
の
区
域
の
全
部
若
し
-
は
1
部
を

編
入
し
た
た
め
､
基
準
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
基
礎
と
な
っ
た

価
格
に
よ
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
か
又
は
町
内
を
通
じ
て
固
定
資
産
税
の

課
税
上
著
し
く
均
衡
を
失
す
る
と
町
長
が
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
､
当
該

土
地
又
は
家
屋
に
対
し
て
課
す
る
第
三
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準

は
､
当
該
土
地
又
は
家
屋
に
類
似
す
る
土
地
又
は
家
屋
の
基
準
年
産
の
価
格

に
比
準
す
る
価
格
で
土
地
課
税
台
帳
等
又
は
家
屋
課
覇
台
帳
等
に
登
銀
さ
れ

三
五
六
六

た
も
の
と
す
る
｡

第
二
年
度
に
お
い
て
新
た
に
固
定
資
産
税
を
課
す
る
こ
と
と
な
る
土
地
又

は
家
屋
(
以
下
｢
第
二
年
度
の
土
地
又
は
家
屋
｣
と
い
-
0
)
に
対
し
て
課
す

る
第
二
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
'
当
該
土
地
又
は
家
屋
に
顕
似

す
る
土
地
又
は
家
屋
の
基
準
年
度
の
価
格
に
比
準
す
る
価
格
で
土
地
課
税
台

帳
等
又
は
家
屋
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ
れ
た
も
の
と
す
る
｡

第
二
年
度
の
土
地
又
は
家
屋
に
対
し
て
課
す
る
第
三
年
度
の
固
定
資
産
税

の
課
税
標
準
は
､
当
該
土
地
又
は
家
屋
に
係
る
第
二
年
度
の
固
定
資
産
税
の

課
税
標
準
の
基
礎
と
な
っ
た
価
格
で
土
地
課
税
台
帳
等
又
は
家
屋
課
税
台
帳

等
に
登
録
さ
れ
た
も
の
と
す
る
｡
た
だ
し
'
第
二
年
度
の
土
地
又
は
家
屋
に

つ
い
て
第
三
年
度
の
固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
に
お
い
て
地
目
の
変
換
'
家

屋
の
改
築
若
し
く
は
損
壊
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
た

め
､
又
は
他
の
市
町
村
の
区
域
の
全
部
若
し
-
は
一
部
を
編
入
し
た
た
め
､

第
二
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
基
礎
と
な
っ
た
価
格
に
よ
る
こ
と

が
不
適
当
で
あ
る
か
又
は
町
内
を
通
じ
て
固
定
資
産
税
の
課
税
上
著
し
く
均

衡
を
失
す
る
と
町
長
が
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
､
当
該
土
地
又
は
家
屋
に

揮
似
す
る
土
地
又
は
家
屋
の
基
準
年
皮
の
価
格
に
比
準
す
る
価
格
で
土
地
課

税
台
帳
等
又
は
家
屋
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ
れ
た
も
の
と
す
る
｡

第
三
年
度
に
お
い
て
新
た
に
固
定
資
産
税
を
課
す
る
こ
と
と
な
る
土
地
又

は
家
屋
に
対
し
て
課
す
る
第
三
年
度
の
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
､
当
該

〔鳥壇〕ーヽ
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し

土
地
又
は
家
屋
に
疑
似
す
る
土
地
又
は
家
屋
の
基
準
年
度
の
価
格
に
比
準
す

る
価
格
で
土
地
課
税
台
帳
等
又
は
家
屋
課
税
台
帳
等
に
登
録
さ
れ
た
も
の
と

す
る
｡

7
　
倍
却
資
産
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
は
､
賦
課
期
日
に

お
け
る
当
該
償
却
資
産
の
価
格
で
償
却
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
も
の

と
す
る
｡

8
　
法
第
三
百
四
十
九
条
の
≡
'
第
三
百
四
十
九
条
の
四
又
は
法
第
三
百
四
十

九
条
の
五
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
固
定
資
産
に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
け
､
前
七
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
､
法
第
三
百
四
十
九
条

の
三
､
第
三
百
四
十
九
条
の
四
又
は
法
第
三
百
四
十
九
条
の
五
に
定
め
る
額

と
す
る
｡

(
固
定
資
産
税
の
税
率
)

笑
十
二
条
同
賞
荒
の
税
率
は
､
百
分
の
/
,
ハ
与
る
o
た
だ
し
､

国
際
観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
に
基
づ
く
登
録
旅
館
が
そ
の
用
に
供
す
る
家
屋
の

登
録
部
分
に
つ
い
て
は
､
百
分
の
〆
.
J
‥
と
す
る
｡

(
固
定
資
産
税
の
免
研
点
)

第
六
十
三
条
　
同
)
の
者
に
つ
い
て
そ
の
者
の
所
有
に
係
る
土
地
､
家
屋
及
び

償
却
資
産
に
対
し
て
訣
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
な
る
べ
き
額
が
土

地
に
あ
つ
て
は
八
万
円
､
家
屋
に
あ
つ
て
は
五
万
円
､
倣
測
資
産
に
あ
つ
て

は
三
十
万
円
に
満
た
な
い
場
合
に
お
い
て
は
､
固
定
資
産
税
を
課
さ
な
い
｡

第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

(
施
行
規
則
第
十
五
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
補
正
の
方
法
の
申
出
)

第
六
十
三
条
の
〓
　
施
行
規
則
第
十
五
条
の
三
軍
亮
の
規
定
に
よ
る
補
正
の

方
法
の
申
出
は
､
当
該
家
屋
に
係
る
区
分
所
有
者
の
代
表
者
が
､
毎
年
一
月

三
十
1
日
ま
で
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
出
6
.
3
を
町
長
に

提
出
し
て
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

一
代
表
者
の
住
所
及
び
氏
名

二
　
家
屋
の
所
在
'
家
屋
番
号
'
碇
類
'
構
造
及
び
床
面
街
並
び
に
そ
の
用

途
≡
　
区
分
所
有
者
の
住
所
及
び
氏
名
並
び
に
各
区
分
所
有
者
に
係
る
建
物
の

区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
割
合

四
　
補
正
の
方
法

2
　
前
項
の
申
出
書
に
は
'
当
該
申
出
が
当
該
区
分
所
有
者
全
員
の
協
議
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
旨
を
証
す
る
書
頬
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
固
定
資
産
税
の
納
税
管
理
人
)

第
六
十
四
条
　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
､
町
内
に
住
所
､
居
所
'
事
務

所
又
は
事
業
所
を
有
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
､
町
内
に
お
い
て
独
立
の
生

計
を
営
む
者
の
-
ち
か
ら
納
税
管
理
人
を
定
め
､
こ
れ
を
定
め
る
必
要
が
生

じ
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
納
税
管
理
人
申
告
書
を
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
｡
納
税
管
理
人
を
変
更
し
た
場
合
そ
の
他
申
告
し
た
事
項
に
異
動

を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
も
'
ま
た
'
同
様
と
し
､
そ
の
提
出
の
期
限
は
､

三
五
六
七



第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

そ
の
異
動
を
生
じ
た
日
か
ら
十
日
を
経
過
し
た
日
と
す
る
｡

(
固
定
資
産
税
の
納
税
管
理
人
に
係
る
不
申
告
に
関
す
る
過
料
)

第
六
十
五
条
　
国
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
が
前
条
の
規
定
に
よ
っ
て
申
告
す

べ
き
納
税
管
理
人
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
な
く
て
申
告
を
し
な
か
っ
た
場

合
に
お
い
て
は
'
そ
の
者
に
対
し
､
三
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
｡

2
　
前
項
の
過
料
の
銀
は
､
情
状
に
因
り
､
町
長
が
定
め
る
｡

3
　
第
一
項
の
過
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
発
す
る
納
入
通
知
書
に
指
定

す
べ
き
納
期
限
は
､
そ
の
発
付
の
日
か
ら
十
日
以
内
と
す
る
｡

(
固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
)

第
六
十
六
条
　
固
定
資
産
税
の
賦
課
期
日
は
､
当
該
年
度
の
初
日
の
尻
す
る
年

の
一
月
1
日
と
す
る
｡

(
固
定
資
産
税
の
納
期
)

第
六
十
七
条

第
一
期

第
二
期

第
三
期

第
四
期

i.I.
資
産
税
の
納
期
は
､
次
の
と
お
り
と
す
る
｡

l
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で

七
月
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で

十
二
月
一
日
か
ら
同
月
二
十
五
日
ま
で

翌
年
二
月
一
日
か
ら
同
月
末
日
ま
で

2
　
町
長
は
､
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
､
前
項
の
納
期
に
よ
り
好

い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
､
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
､
同
項
の
規
定
す

る
期
間
内
に
お
い
て
別
に
納
期
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
｡

三
五
六
八
丁
三
五
七
八
)

3
　
固
定
資
産
税
額
(
次
粂
第
四
項
の
規
定
に
ょ
つ
て
都
市
計
画
税
を
あ
わ
せ

て
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
ほ
へ
固
定
資
産
税
餅
と
都
市
計
画
税
額
と
の
合

評
租
と
す
る
.
)
が
中
電
円
以
下
の
金
額
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
'
前
二

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
'
当
該
各
項
の
規
定
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
納
期

の
-
ち
納
税
通
知
書
で
指
定
す
る
一
の
納
期
に
お
い
て
､
当
該
固
定
資
産
税

額
の
全
紙
を
徴
収
す
る
｡

4
　
次
条
琴
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
固
定
資
産
税
の
納
期
は
'
前
三

項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
'
納
税
通
知
哲
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

(
固
定
資
産
税
の
徴
収
の
方
法
)

第
六
十
八
条
　
固
定
資
産
税
は
､
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
｡

2
　
法
第
三
百
六
十
四
条
第
三
項
の
固
定
資
産
に
つ
い
て
同
条
第
二
項
の
納
税

通
知
書
の
交
付
期
限
ま
で
に
当
該
同
定
資
産
に
係
る
法
第
三
百
八
十
九
条
第

】
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
ほ
､
当
該

固
定
資
産
に
係
る
同
法
第
三
百
六
十
四
条
第
三
項
の
仮
算
定
税
額
(
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
｢
仮
算
定
税
額
｣
と
い
-
0
)
を
当
該
年
度
の
納
期
の
数
で
除

し
て
得
た
額
(
町
長
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
､
当
該
仮
算
定
税

額
を
当
該
年
度
の
納
期
の
数
で
険
し
て
得
た
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
町
長
が

定
め
る
額
と
す
る
｡
)
を
そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
に
お
い
て
､
当
該
固
定
資
産
に
係

る
固
定
資
産
税
と
し
て
徴
収
す
る
｡

3
　
前
項
の
規
定
に
よ
っ
て
同
定
資
産
税
を
賦
課
し
た
後
に
お
い
て
法
夢
二
首

〔
鳥
坤
Ⅹ
)

.ft

n
J
■
H
L

′　ー

リ
i
･

八
十
九
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
行
な
わ
れ
'
当
該
通
知
に
基
づ
い

て
算
定
し
た
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
(
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
｢
本
算

定
税
紋
｣
と
い
-
0
)
に
す
で
に
賦
課
し
た
固
定
資
産
税
額
が
満
た
な
い
場
合

に
お
い
て
は
'
当
該
通
知
が
行
な
わ
れ
た
日
以
後
の
納
期
に
お
い
て
そ
の
不

足
税
額
を
徴
収
し
､
す
で
に
徴
収
し
た
固
定
資
産
税
額
が
本
算
盤
税
額
を
こ

え
る
場
合
に
お
い
て
は
､
浩
第
十
七
粂
又
は
第
十
七
条
の
二
の
規
定
の
例
に

よ
っ
て
､
そ
の
過
納
額
を
還
付
し
､
又
は
当
該
納
税
義
務
者
の
未
納
に
係
る

徴
収
金
に
充
当
す
る
｡

4
　
第
一
項
の
親
定
に
よ
っ
て
固
定
資
産
税
を
既
課
し
'
及
び
散
収
す
る
場
合

に
お
い
て
は
へ
当
該
納
税
者
に
係
る
都
市
計
画
税
を
あ
わ
せ
て
族
課
し
､
及

び
徴
収
す
る
｡

(
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
)

第
六
十
九
条
　
第
六
十
七
粂
笹
二
項
の
規
定
に
よ
り
固
定
資
産
税
額
の
全
額
を

l
の
納
期
に
お
い
て
徴
収
す
る
場
合
を
除
き
､
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

醍
記
載
す
べ
き
各
納
期
の
納
付
額
は
､
当
該
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額
及
び

都
市
計
画
税
額
を
そ
の
納
期
の
数
で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
｡

(
固
定
資
産
税
の
納
期
前
の
納
付
)

第
七
十
条
　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
､
納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
納
付
額

の
う
ち
到
来
し
た
納
期
に
係
る
納
付
額
に
相
当
せ
る
金
額
の
税
金
を
納
付
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
当
該
納
期
の
後
の
納
期
に
係
る
納
付
額
に
相

第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

●

ヽ

〔鳥蝋恐〕

当
す
る
金
額
の
税
金
を
あ
わ
せ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

c
q
　
前
項
の
規
定
に
よ
っ
て
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
当
該
納
期
の
後
の
納
期

に
係
る
納
付
額
に
相
当
す
る
金
額
の
税
金
を
納
付
し
た
場
合
に
お
い
て
は
'

同
項
の
現
題
に
よ
っ
て
納
期
前
に
納
付
し
た
税
額
の
百
分
の
l
に
､
納
期

に
係
る
月
数
(
一
月
未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
､
十
四
日
以
下

は
切
り
捨
て
､
十
五
日
以
上
は
一
月
と
す
る
O
)
を
乗
じ
て
得
た
好
の
報
奨

を

交

付

す

る

｡

た

だ

し

､

　

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

折

納
税
者
の
未
納
に
係
る
徴
収
金
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
､
こ
れ
を
交
付
し

な
い
｡

(
覇
琴
住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
額
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と

す
る
者
が
す
べ
曇
)

第
七
十
一
条
　
法
附
則
第
十
六
姦
策
一
項
又
は
第
二
項
の
住
宅
に
つ
い
て
'
同

条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
-
と
す
る
者
は
'
当
該
年
度
の
初
日
の
尾
す
る

年
の
t
月
三
十
一
日
ま
で
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
を
町

牲
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

納
税
義
務
者
の
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称

家
屋
の
所
在
､
家
屋
番
号
､
碇
類
､
構
造
及
び
床
面
積

家
屋
の
建
築
年
月
日
､
登
記
年
月
日
及
び
当
該
家
屋
を
居
住
の
用
に
供

三
亘
七
九

し
た
年
月
日

(
固
定
資
産
税
の
減
免
)



第
K
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

第
七
十
二
条
　
町
長
は
､
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
固
定
資
産
の
う
ち
､
町

長
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
､
そ
の
所
有
者
に
対

し
て
課
す
る
固
定
資
産
税
を
減
免
す
る
｡

】
　
貧
困
に
困
り
生
活
の
た
め
公
私
の
扶
助
を
受
け
る
者
の
所
有
す
る
固
定

資
産

二
　
公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る
固
定
資
産
(
有
料
で
使
用
す
る
も
の
を

除
く
｡
)

≡
　
町
の
全
部
又
は
一
部
に
わ
た
る
災
害
又
は
天
候
の
不
順
に
よ
り
､
著
し

く
価
値
を
減
じ
た
固
定
資
産

2
　
前
項
の
規
定
に
よ
っ
て
固
定
資
産
税
の
減
免
を
受
け
よ
-
と
す
る
者
は
､

納
期
限
前
七
日
ま
で
に
､
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
そ
の
減

免
を
受
け
よ
-
と
す
る
理
由
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
て
町
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

一
納
税
義
務
者
の
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称

二
　
土
地
に
あ
つ
て
は
､
そ
の
所
在
､
地
番
､
地
目
､
地
積
及
び
価
格

≡
　
家
屋
に
あ
つ
て
は
､
そ
の
所
在
､
家
屋
番
号
､
癒
類
､
構
造
､
床
面
積

及
び
価
格

四
　
償
却
資
産
に
あ
つ
て
は
､
そ
の
所
在
'
種
類
'
数
量
及
び
価
格

五
　
減
免
を
受
け
よ
-
と
す
る
理
由
及
び
第
1
項
琴
二
号
の
固
定
資
産
に
あ

っ
て
は
､
そ
の
被
害
の
状
況

▲

'

三
五
八
〇

3
　
第
1
項
の
規
定
に
よ
っ
て
固
定
資
産
税
の
減
免
を
受
け
た
著
は
'
そ
の
理

由
が
消
滅
し
た
場
合
に
お
い
て
は
､
直
ち
に
そ
の
旨
を
町
長
に
申
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
申
請
又
は
申
告
を
し
な
か
つ
た
こ
と
に
因
る
固
定
資
産
税
の
不
足
税
額
及

び
延
滞
金
の
徴
収
)

第
七
十
三
条
　
不
動
産
登
記
法
(
明
治
三
十
二
年
法
律
第
二
十
四
号
)
第
八
十

条
第
一
項
若
し
く
は
琴
二
項
'
第
八
十
丁
条
ノ
八
㌧
第
九
十
三
条
約
一
項
若

し
-
は
第
三
項
､
第
九
十
三
条
ノ
二
第
1
項
若
し
く
は
第
三
項
若
し
く
は
約

九
十
三
条
ノ
六
の
規
定
に
よ
っ
て
登
記
所
に
登
記
の
申
請
を
す
る
義
務
が
あ

る
者
又
は
法
琴
二
百
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
っ
て
町
長
に
申
告
を
す
る
義
務

が
あ
る
者
が
そ
の
す
べ
き
申
請
又
は
申
告
を
し
な
か
つ
た
こ
と
又
は
虚
偽
の

申
請
又
は
申
告
を
し
た
こ
と
に
よ
り
法
第
四
百
十
七
条
第
1
項
の
規
定
に
よ

っ
て
当
該
固
定
資
産
の
価
格
を
決
定
し
､
又
は
修
正
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て

そ
の
者
に
係
る
固
定
資
産
税
額
略
不
足
税
餌
が
あ
る
:
,
:
)
主
を
発
見
じ
た
場
合

及
び
法
第
四
百
十
七
粂
第
二
項
及
び
法
第
七
百
四
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に

ょ
っ
て
通
知
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
'
直
ち
に
そ
の
不
足
税
額
の
-
ち

そ
の
決
定
が
あ
っ
た
日
ま
で
の
納
期
に
係
る
分
(
以
下
本
条
に
お
い
て
｢
不

足
税
額
｣
を
い
-
0
)
を
追
徴
す
る
｡

2
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
ほ
､
不
足
税
額
を
そ
の
決
定
が
あ
っ
た
日
ま
で
の

納
期
の
数
で
除
し
て
得
た
額
に
'
納
期
限
(
納
期
限
の
延
長
が
あ
っ
た
と
き

〔鳥挿Ⅸ〕｢
ノ

ノ

′

′ー,

は
､
そ
の
延
長
さ
れ
た
納
期
限
と
す
る
｡
)
の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
期

間
に
応
じ
､
当
該
不
足
税
額
百
円
に
つ
い
て
1
日
四
銭
(
当
該
不
足
税
額
に

係
る
納
税
通
知
書
に
お
い
て
納
付
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
る
日
ま
で
の
期
間
又

は
そ
の
日
の
翌
日
か
ら
一
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
は
､
一

日
二
銭
)
の
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
に
相
当
す
る
延
滞
金
荻
を
加
算

し
て
徴
収
す
る
｡

(
固
定
資
産
に
関
す
る
地
籍
図
等
の
様
式
等
)

第
七
十
四
条
　
固
定
資
産
に
関
す
る
地
籍
図
､
土
地
使
用
国
'
土
地
分
類
図
及

び
家
屋
見
取
図
並
び
に
固
定
資
産
売
買
記
録
簿
そ
の
他
聞
定
資
産
の
評
価
に

関
し
て
必
要
な
資
料
の
様
式
及
び
そ
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
は
規
則
で
定
め

る
｡

(
固
定
資
産
に
係
る
不
申
告
に
関
す
る
過
料
)

第
七
十
五
条
　
固
定
資
産
の
所
有
者
(
法
第
三
百
八
十
六
条
に
規
定
す
る
固
定

資
産
の
所
有
者
を
い
-
｡
)
が
法
第
三
百
八
十
三
条
の
規
定
に
よ
っ
て
申
告
す

べ
き
事
項
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
な
く
て
申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
お

い
て
は
､
そ
の
者
に
対
し
､
三
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
｡

2
　
前
項
の
過
料
の
額
は
､
情
状
に
因
り
'
町
長
が
定
め
る
｡

3
　
第
一
項
の
過
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
発
す
る
納
入
通
知
書
の
指
定

す
べ
き
期
限
は
､
そ
の
発
付
の
日
か
ら
十
日
以
内
と
す
る
｡

(
同
定
資
産
評
価
員
の
設
置
)

第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

〔鳥鮮Ⅹ〕

I

r

第
七
十
六
条
　
固
定
資
産
評
価
負
の
数
は
､
一
人
と
す
る
｡

第
七
十
七
条
　
削
除

(
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の
設
置
)

第
七
十
八
条
　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項
(
土
地
登
記
樽
又
は

建
物
登
記
樽
に
登
記
さ
れ
た
事
項
及
び
法
第
三
百
八
十
九
条
第
1
項
､
第
四

百
十
七
粂
第
二
項
又
は
第
七
百
四
十
三
条
第
1
項
若
し
く
は
第
二
項
の
親
定

に
よ
っ
て
知
事
又
は
自
治
大
臣
が
決
定
し
､
又
は
修
正
し
､
町
長
に
通
知
し

た
価
格
等
に
関
す
る
事
項
を
除
く
｡
)
に
関
す
る
不
服
を
審
査
決
定
す
る
た
め

に
'
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
(
以
下
｢
審
査
委
員
会
｣
と
い
-
0
)
を

置
く
｡

(
会
読
の
期
間
の
特
例
)

第
七
十
九
条
　
審
査
委
員
会
の
審
査
の
た
め
の
会
読
の
期
間
は
､
法
第
四
百
二

十
八
条
第
1
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
､
法
第
四
百
十
五
条
第
1
項
但
臼
の

規
定
に
よ
っ
て
三
月
二
十
一
日
以
後
に
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
蒐
期
間
を

設
け
た
場
合
に
お
い
て
は
､
当
該
縦
覧
期
間
の
初
日
か
ら
そ
の
末
日
後
四
十

日
の
間
､
浩
第
四
百
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
し
た
場
合
に
お

い
て
は
'
当
該
通
知
を
し
た
日
か
ら
六
十
日
の
間
､
法
第
四
百
十
九
条
第
三

項
の
規
定
に
ょ
つ
て
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
縦
寛
に
供
し
た
場
合
に
お
い
て

ほ
､
当
該
縦
覧
期
間
の
初
日
か
ら
六
十
日
の
間
と
す
る
｡

第
三
節
　
軽
自
動
車
税

三
五
八
一



第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

(
軽
自
動
車
税
の
納
税
義
務
者
等
)

第
人
十
条
嘗
警
税
は
､
原
動
機
付
自
転
車
､
警
撃
､
小
型
特
殊
自

警
及
び
二
輪
の
小
型
品
薄
(
撃
琶
警
税
に
つ
い
て
｢
警
聾

等
｣
と
い
-
o
)
に
対
し
､
そ
の
所
有
者
(
琵
琶
竿
二
条
の
二
竺
項

の
規
定
に
ょ
り
当
該
腎
執
事
等
が
売
主
及
び
買
主
の
共
有
物
と
み
な
さ
れ

る
場
合
に
お
け
る
当
該
賢
妻
含
む
｡
以
下
琴
目
撃
税
に
つ
い
て
同
じ
｡
)

に
課
す
る
0

2
軽
自
動
車
等
の
所
有
者
が
法
第
四
百
四
十
三
免
の
親
定
貰
っ
て
軽
自
動

車
税
を
謀
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
ほ
､
そ
の
使
用

者
に
課
す
る
｡
た
だ
し
､
公
用
文
は
公
共
の
用
に
供
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
'
こ
れ
を
課
さ
な
い
｡

(
軽
自
動
車
税
の
課
税
免
除
)

第
八
十
一
条
次
の
各
号
に
掲
げ
る
琶
動
革
等
に
対
し
て
ほ
､
管
劫
峯
税

を
課
さ
な
い
｡

一
菅
等
あ
っ
て
使
用
し
な
い
軽
自
動
車
等

〓
日
本
赤
十
字
社
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
等
の
-
ち
救
急
用
の
も
の

(
軽
自
動
車
税
の
税
率
)

第
八
十
二
条
琶
効
率
警
税
率
は
,
次
の
各
号
に
掲
げ
る
寝
首
曲
事
等
に

対
し
,
〓
ロ
に
つ
い
て
､
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
｡

t
　
原
動
横
付
自
転
軍

三
五
八
二

イ
醸
排
気
塁
が
0
･
〇
守
ツ
-
以
下
の
も
の
又
は
定
格
出
力
が

〇

･

六

キ

ロ

ワ

ッ

ト

以

下

の

も

の

　

　

　

年

額

　

五

百

円

口
　
総
排
気
量
が
0
･
〇
雷
ツ
ト
ル
を
こ
え
､
〇
･
〇
九
リ
ツ
エ
以

下
の
も
の
又
は
定
格
出
力
が
〇
二
ハ
キ
…
ツ
ト
誓
え
､
〇
･
<
キ

冒

ツ

ト

以

下

の

も

の

　

　

　

　

　

　

年

額

　

　

八

百

円

ハ
　
髄
排
気
畠
が
〇
･
〇
九
リ
ッ
ト
ル
-
え
る
も
の
又
は
定
格
出
力
が

〇

･

<

キ

ロ

ワ

ッ

-

こ

え

る

も

の

　

　

　

年

額

　

千

円

二
　
軽
自
動
串
及
び
小
型
特
殊
自
動
宰

イ
　
軽
自
動
車

二
輪
の
も
の
(
側
革
付
の
も
の
を
含
む
｡
)

三
輪
の
も
の

四
輪
以
上
の
も
の

乗

　

用

貸
物
用

も
っ
ぱ
ら
雪
上
を
走
行
す
る
も
の

ロ
　
小
型
特
殊
自
動
車

段
耕
作
業
用
自
動
草

そ
の
他
の
も
の

≡
　
二
輪
の
小
型
自
動
車

(
軽
白
物
聾
税
の
賦
課
期
日
及
び
納
期
)

年
額
　
千
五
百
円

年

額

　

　

二

千

円

年
額
　
四
千
五
百
円

年
額
　
二
千
五
百
円

年
額
　
千
五
首
円

年

額

　

　

千

　

円

年

額

　

　

三

千

円

年
額
　
二
千
五
百
円

｢
胤
町
Ⅹ
〕

｢

′

し

一

　

l

/ー

一

_

第
八
十
三
条
　
在
日
曲
事
税
の
賦
課
期
日
は
､
四
月
l
日
と
す
る
｡

.A

2
　
軽
自
動
車
税
の
納
期
は
､
約
月
十
l
日
か
ら
同
月
三
十
日
ま
で
と
す
る
｡

た
だ
し
､
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
課
す
る
睦
自
動
車
税
の
納
期
は
'

納
税
通
知
書
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

(
軽
自
動
車
税
の
賦
課
徴
収
等
の
特
例
)

第
八
十
四
条
　
軽
自
動
車
税
の
賦
課
期
日
後
に
納
税
義
務
(
軽
自
動
車
､
小
型

特
殊
自
動
車
の
-
ち
農
耕
作
業
用
自
動
革
以
外
の
も
の
又
は
二
輪
の
小
型
自

動
革
に
対
し
て
課
す
る
軽
自
動
革
税
に
係
る
も
の
に
限
る
｡
以
下
本
条
に
お

い
て
同
じ
｡
)
が
発
生
し
た
著
に
は
､
そ
の
発
生
し
た
月
の
翌
月
か
ら
､
月
割

を
も
っ
て
､
軽
自
動
車
税
を
課
す
る
｡

2
　
前
項
の
賦
課
期
日
後
に
納
税
義
務
が
消
滅
し
た
者
に
は
､
そ
の
消
滅
し
た

月
ま
で
､
月
割
を
も
っ
て
軽
自
動
車
税
を
課
す
る
｡

3
　
第
一
項
の
賦
課
期
日
後
に
納
税
義
務
が
消
滅
し
た
場
合
に
お
い
て
､
当
該

納
税
義
務
が
消
滅
し
た
者
か
ら
す
で
に
徴
収
し
た
軽
自
動
車
税
供
が
前
項
の

規
定
に
よ
っ
て
課
す
る
こ
と
が
で
き
る
軽
自
動
車
税
額
を
こ
え
る
た
め
当
該

こ
え
る
部
分
の
税
額
及
び
こ
れ
に
係
る
徴
収
金
を
そ
の
者
に
還
付
す
る
と
き

ほ
第
八
十
七
粂
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
日
か
ら
起

算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
日
を
法
第
十
七
条
の
四
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
日

と
み
な
し
て
､
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
O

(
凝
自
動
車
税
の
徴
収
の
方
法
)

第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

一

′

〔島中Ⅹ〕

第
八
十
五
条
　
軽
自
動
車
税
は
､
普
通
教
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
｡

h

た

た

し

い

痕

九

蕃

恵
山
甲
廿
日
転
車
及
び
･
小
山
製
野
軒
h
H
月
型
且
も
k
U
も
r
湛
山
空
肥
若
僧
息
型
且
た

･

壷

T

い

･

七

蔽

い

畢

)

∵

三

日

　

二

　

(

　

､

r

J

･

:

)

.

L

:

1

L

7

T

y

)

∃

.

r

r

:

T

t

I
_
 
･
･
"
.
'
J
)
.
J
I
O
　
:
.
.
.
.
､
当
1
.
脈
肋
砲
イ
ヨ
.
･
:
泊
u
r
.
3
沌

那
羽
帯
服
h

t
T
T
T
L
,
r
h
日
花
ゝ
エ
′
一
･
内
り
･
b

+,.

.

I

.

.

い

ー

J

.

T

r

.

T

a

U

封
空
離
艦
r
r
血
r
p
な

叩
心
血
堅
阿
亜
収
と
粕

:
I
.
附
T
川
ノ
,
川
'
･

蕃

あ

と

十

も

｡

(
軽
自
動
車
税
に
関
す
る
申
告
)

第
八
十
七
魚
　
軽
自
動
車
税
の
納
税
義
務
が
発
生
し
た
者
は
､
そ
の
発
生
し
た

日
か
ら
十
五
日
以
内
に
､
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
及

び
そ
の
者
の
住
所
を
証
明
す
べ
き
書
桁
を
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
｡1

　
軽
自
動
車
等
の
種
別
､
尊
名
､
形
状
､
性
質
､
用
途

〓
　
主
た
る
定
置
場
の
位
置

≡
　
納
税
義
務
発
生
の
日

三
五
八
三



二　..･..._　-

2

第
六
締
　
財
務
　
(
碗
条
例
)

四
　
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

軽
自
動
革
税
の
納
税
義
務
が
消
滅
し
た
者
は
､
そ
の
消
滅
し
た
日
か
ら
三

十
日
以
内
に
､
親
別
で
定
め
る
申
告
書
を
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ヽ

　

〇

.
_
Y

第
l
項
の
申
告
書
を
投
出
し
た
者
は
､
当
該
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て
次
の

各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
-
ち
ー
以
上
の
事
項
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
場
合

に
お
い
て
ほ
､
そ
の
理
由
が
生
じ
た
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
､
当
該
変
更
が

あ
っ
た
事
項
に
つ
い
て
変
更
申
告
書
を
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
｡
た
だ
し
､
当
該
変
更
が
あ
っ
た
事
項
の
-
ち
に
当
該
唯
自
動
車
等
に
係

る
聴
自
動
車
税
の
納
税
義
務
の
消
滅
の
基
因
と
な
る
べ
き
事
項
が
あ
る
場
合

に
お
け
る
当
該
事
項
に
つ
い
て
は
､
こ
の
限
り
で
な
い
｡

一
,
H
j
た
る
定
置
場
の
位
置

〓
　
所
有
者
の
住
所
又
は
氏
名
若
し
く
は
名
称

三
　
使
用
者
の
住
所
又
は
氏
名
若
し
-
ほ
名
称

四
　
原
動
機
の
型
式

五
　
原
動
機
の
総
排
気
塁
又
は
定
格
出
力

大
　
用
途

七
形
状

八
軽
自
動
車
又
竺
輪
番
苦
劫
車
に
あ
つ
て
は
'
華
南
讐

(
軽
自
動
車
税
に
係
る
不
申
告
に
閲
す
る
過
料
)

三
五
八
四
丁
三
五
九
四
)

第
八
十
八
亀
　
鑑
自
動
車
税
の
納
税
義
務
者
が
前
条
の
規
定
に
よ
っ
て
中
背
す

べ
き
事
項
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
な
-
て
申
告
を
し
な
か
つ
た
場
合
に
お

い
て
は
､
そ
の
者
に
対
し
､
三
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
｡

2
　
前
項
の
過
料
の
額
は
､
情
状
に
因
り
'
町
長
が
定
め
る
｡

3
　
第
一
項
の
過
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
発
す
る
納
入
通
知
書
に
指
定

す
べ
き
納
期
限
は
'
そ
の
発
付
の
日
か
ら
十
日
以
内
と
す
る
｡

第
八
十
九
条
　
削
除

(
軽
自
動
車
税
の
減
免
)

第
九
十
条
-
町
費
は
1
､
公
益
･
の
た
め
直
接
専
用
す
る
も
の
と
認
め
る
軽
自
動
車

唾
梅
村
-
J
寸
は
人
J
牲
自
動
車
税
を
減
免
す
る
･
[
･
J
q
)
が
｣
で
き
る
P
　
　
　
　
-
　
　
　
･

2
｣
前
項
.
g
裁
定
噴
u
山
｢
つ
で
軽
自
動
重
税
-
9
減
免
奄
受
桟
』
到
u
U
事
勺
者
は
､
.

.
納
期
限
前
ゼ
巳
頚
P
.
把
.
､
j
当
該
顧
自
動
車
坐
還
｣
1
日
P
減
免
萄
受
笥
ど

せ
る
税
額
並
諾
鎗
釜
u
粂
箪
三
項
各
号
略
掲
げ
る
番
項
I
(
原
劫
機
付
自
･

!
･
.
.
=
･
.
.
町
中
.
.
･
!
.
｡
.
.
:
:
-
'
･
 
'
'
'
･
=
'
.
.
･
 
､
.
:
'
=
.
.
･
･
'
-
I
:
.
-
;
+
)
r
:
:
.
.
I
.
･
=

画
室
極
別
封
記
載
-
J
v
i
J
由
詔
書
に
減
免
を
必
要
と
す
る
理
由
を
証

~
明
朝
胡
剖
山
璃
創
意
相
u
y
d
叫
別
u
J
剛
虚
璃
威
喝
増
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

表
H
山
1
3
り
確
固
新
羽
群
再
減
鬼
旬
受
捕
遺
著
は
'
｣
雪
の
理

当
u
l
哨
V
｣
戯
讃
d
u
d
d
団
融
和
盛
は
由
良
q
u
山
仙
瑚

/

.

し

ノー

第
九
十
条
の
こ
　
町
長
は
､
下
肢
又
は
体
幹
に
障
害
を
有
し
歩
行
が
著
し
く
困

難
な
者
が
所
有
し
'
か
つ
､
も
っ
ぱ
ら
そ
の
者
が
運
転
す
る
軽
自
動
車
等

(
言
に
限
る
｡
)
に
対
し
て
は
軽
自
動
車
税
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡

2
　
前
項
の
親
定
に
よ
っ
て
准
自
動
蕃
税
の
減
免
を
受
け
よ
-
と
す
る
薯
は
､

納
期
限
前
七
日
ま
で
に
'
町
長
に
対
し
て
､
身
体
障
害
者
福
祉
法
(
昭
和
二

十
四
年
法
得
第
二
百
八
十
三
号
)
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
身

体
障
害
者
手
帳
(
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
(
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
六
十

八
号
)
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
も
の
に
あ
つ
て
は
'
戦
傷
病
者

手
帳
｡
以
下
本
項
に
お
い
て
同
じ
｡
)
道
路
交
通
法
(
昭
和
三
十
五
年
法
律

第
百
五
号
)
第
九
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
超
転
免
許
証
及
び
当

該
者
が
使
用
す
る
軽
自
動
車
等
を
窒
ポ
す
る
と
と
も
に
'
次
の
各
号
に
掲
げ

る
事
項
を
記
載
し
た
申
出
張
日
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

/
､

〔
息
中
温
叫

第
八
十
七
粂
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

身
体
障
害
者
手
帳
の
番
号
及
び
交
付
年
月
日

身
体
障
害
の
個
所
及
び
等
級

四
　
運
転
免
許
証
の
番
号
及
び
交
付
年
月
日
並
び
に
有
効
期
限

五
　
運
転
免
許
の
種
類
及
び
条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
と
き
は
そ
の
条
件

3
　
前
条
第
三
項
の
規
定
は
､
第
一
項
の
裁
定
に
よ
っ
て
軽
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
て
い
る
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
｡

寛
大
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

(
原
動
機
付
自
転
車
及
び
小
型
特
殊
自
動
車
の
標
識
の
交
付
等
)

第
九
十
一
条
　
新
た
に
原
動
機
付
自
転
車
又
は
小
型
特
殊
自
動
車
に
係
る
凝
自

動
車
税
の
納
税
義
務
が
発
生
し
た
者
は
､
町
長
に
対
し
'
第
八
十
七
粂
第
一

項
の
申
告
書
を
提
出
す
る
際
へ
標
識
交
付
申
請
書
を
提
出
し
､
か
つ
'
当
該

原
動
機
付
自
転
車
又
は
小
型
特
殊
自
動
車
を
呈
示
し
て
､
そ
の
車
体
に
取
り

付
け
る
べ
き
標
識
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

2
　
港
第
四
百
四
十
三
条
若
し
-
は
第
八
十
一
条
第
二
号
又
は
第
八
十
条
第
二

項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
っ
て
確
自
動
車
税
を
課
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
原

劫
横
付
自
転
車
又
は
小
型
特
殊
自
動
車
の
所
有
者
又
は
使
用
者
は
､
そ
の
主

た
る
定
暦
場
が
'
町
内
に
所
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
き
は
､
そ
の
事
由
が

発
生
し
た
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
'
町
長
に
対
し
､
標
識
交
付
申
請
書
を
提

出
し
､
か
つ
､
当
該
原
動
機
付
自
転
車
又
は
小
型
特
殊
自
動
車
を
呈
示
し

て
､
そ
の
事
体
に
取
り
付
け
る
べ
き
標
識
の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
｡
軽
自
動
車
税
を
課
さ
れ
る
べ
き
原
動
機
付
自
転
車
又
は
小
型
特
殊
自
動

車
が
法
第
四
百
四
十
三
条
若
し
-
は
第
八
十
一
条
軍
事
又
は
第
八
十
条
第

二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
っ
て
聴
自
助
奉
祝
を
課
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ

た
と
き
に
お
け
る
当
該
原
動
機
付
自
転
車
又
は
小
型
特
殊
自
動
車
の
所
有
者

又
は
使
用
者
に
つ
い
て
も
､
ま
た
､
同
様
と
す
る
｡

3
　
町
長
は
'
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
標
識
を
交
付
す
る
場
合
に
お
い
て
は
'

そ
の
標
識
に
垂
ホ
す
る
標
識
番
号
を
指
定
す
る
と
と
も
に
､
あ
わ
せ
て
､
そ

三
五
九
五



第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

の
旨
を
記
我
し
た
証
明
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
｡

4
　
第
一
項
及
び
第
二
項
の
標
識
の
ひ
な
型
並
び
に
前
項
の
証
明
書
の
様
式

は
'
そ
れ
ぞ
れ
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
｡

5
　
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
標
識
は
､
次
項
の
規

定
に
よ
り
返
納
す
る
ま
で
の
間
は
､
町
長
の
指
示
に
従
い
'
こ
れ
を
当
該
原

動
機
付
自
転
葦
又
は
小
型
特
殊
自
動
革
の
車
体
の
見
易
い
箇
所
に
常
に
砺
り

付
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

6
　
第
一
項
の
標
識
及
び
第
三
項
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
に
お
い
て
当

該
原
動
機
付
自
転
車
又
は
小
型
特
殊
自
動
革
に
係
る
軽
自
動
車
税
の
納
税
義

務
が
消
滅
し
た
者
は
､
町
長
に
対
し
､
第
八
十
七
条
第
二
項
の
中
背
書
を
提

出
す
る
際
､
当
該
申
告
書
に
準
え
て
､
そ
の
標
識
及
び
証
明
書
を
返
納
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

7
　
第
二
項
の
標
識
及
び
琴
二
項
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
､
当
該
原

動
横
付
旦
杯
事
又
は
小
型
特
殊
自
動
車
の
主
た
る
定
置
場
が
町
内
に
所
在
し

な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
,
当
該
原
動
機
付
自
転
車
又
は
小
型
特
殊
自
動
事

を
所
有
し
若
し
く
は
使
用
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き
又
は
当
該
原
動
機
付

自
転
車
又
は
小
型
特
殊
自
動
車
に
対
し
て
軽
自
動
重
税
が
課
さ
れ
な
い
こ
と

と
な
っ
た
と
き
は
､
そ
の
理
由
が
発
生
し
た
日
か
ら
十
五
日
以
内
に
､
町
長

に
対
し
､
そ
の
標
識
及
び
証
明
書
を
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

8
　
第
一
項
又
は
第
二
項
の
標
識
の
交
付
を
受
け
た
者
は
､
そ
の
標
識
を
き
損

I
j
u

′

ー

＼

r
H
J

三
五
九
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し
､
若
し
く
は
亡
失
し
･
又
は
ま
滅
し
た
と
き
は
､
直
ち
に
､
そ
の
旨
を
町

長
に
届
け
出
て
,
そ
の
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.
こ
の
場
合
に

お
い
て
､
当
該
標
識
の
き
損
又
は
亡
失
が
そ
の
者
の
故
意
又
は
過
失
に
基
く

と
き
は
､
弁
倣
金
と
し
て
　
　
円
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

9
　
第
毒
又
は
第
二
項
の
標
識
は
'
こ
れ
を
韻
渡
し
､
貸
し
付
け
､
又
は
不

正
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
｡

第
四
節
　
町
た
ば
こ
消
費
税

(
町
た
ば
こ
消
衷
税
の
納
税
義
務
者
等
)

第
九
十
二
条
　
町
た
ば
こ
消
費
税
(
以
下
｢
た
ば
こ
消
費
税
｣
と
い
-
0
)
は
､

日
東
専
売
公
社
(
以
下
｢
公
社
｣
と
い
-
.
)
が
た
ば
こ
専
売
法
軍
手
九
条

第
毒
に
規
定
す
る
小
売
人
(
以
下
｢
小
売
人
｣
と
い
-
.
)
に
売
り
渡
す
製

造
た
ば
こ
に
対
し
,
第
三
項
の
規
定
に
よ
っ
て
算
定
し
た
金
紋
真
宗
標
準

と
し
て
'
公
社
に
課
す
る
｡

2
　
前
項
に
親
定
す
る
も
の
の
ほ
か
､
公
社
が
国
内
消
費
用
と
し
て
直
接
消
密

着
に
売
り
渡
す
製
造
た
ば
こ
に
対
し
て
は
'
次
項
の
親
定
に
よ
っ
て
算
定
し

た
金
額
を
課
税
標
準
と
し
て
'
公
社
に
訣
す
る
｡

3
　
た
ば
こ
消
費
税
の
課
税
標
準
は
'
法
第
七
十
四
条
琴
二
項
に
規
定
す
る
課

税
棟
準
算
定
の
基
礎
と
な
る
症
に
'
公
社
が
当
該
年
度
の
初
日
の
属
す
る
年

の
三
月
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
の
間
に
お
い
て
､
町
の
区
域
内
に
所
在
す
る
営

業
所
を
有
す
る
小
売
人
に
対
し
て
売
り
按
し
た
製
造
た
ば
こ
又
は
町
の
区
域

〔
島
中
浄
u

f

l

l

了

/

内
に
所
在
す
る
公
社
の
事
務
所
が
国
内
消
費
用
と
し
て
直
接
消
費
者
に
売
り

渡
し
た
製
造
た
ば
こ
の
素
数
を
乗
じ
て
得
た
金
額
と
す
る
｡

4
　
前
項
の
製
造
た
ば
こ
の
本
数
は
､
紙
巻
た
ば
こ
の
本
数
に
よ
る
も
の
と

し
､
紙
巻
た
ば
こ
以
外
の
襲
造
た
ば
こ
の
本
数
の
算
定
に
つ
い
て
は
､
刻
み

た
ば
こ
は
一
グ
ラ
ム
を
も
っ
て
､
藁
巻
た
ば
こ
は
十
分
の
1
未
を
も
っ
て
'

そ
れ
ぞ
れ
紙
巻
た
ば
こ
の
1
本
に
換
算
し
､
パ
イ
プ
た
ば
こ
は
l
包
装
単
位

を
も
っ
て
､
紙
巻
た
ば
こ
の
五
十
本
に
換
算
す
る
も
の
と
す
る
｡

(
た
ば
こ
消
費
税
の
税
率
)

第
九
十
三
条
　
た
ば
こ
消
費
税
の
税
率
は
､
首
分
の
十
八
･
】
と
す
る
｡

(
た
ば
こ
消
費
税
の
徴
収
の
方
法
)

第
九
十
抱
負
　
た
ば
こ
消
費
税
は
､
申
告
納
付
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
｡

2
　
公
社
は
'
毎
月
小
売
人
文
は
直
接
消
費
者
に
売
り
渡
し
た
製
造
た
ば
こ
に

係
る
た
ば
こ
消
費
税
の
課
税
標
準
額
､
税
額
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
L

L
}
申
告
書
を
翌
月
末
日
ま
で
に
町
長
に
提
出
し
'
及
び
そ
の
申
告
し
た
税
銀

を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

3
　
前
項
の
親
定
に
よ
り
た
ば
こ
消
費
税
を
申
告
納
付
し
た
公
社
が
､
当
該
申

告
哲
を
提
出
し
た
後
に
お
い
て
そ
の
申
告
に
係
る
課
税
標
準
額
又
は
税
額
を

修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
お
い
て
ほ
'
遅
滞
な
く
修
正
申
告
書
を

提
出
す
る
と
と
も
に
､
修
正
に
よ
り
増
加
し
た
税
額
が
あ
る
と
き
ほ
'
こ
れ

を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

第
六
編
　
財
務
　
(
碗
条
例
)

/

八
島
坤
芯
〕

第
九
十
五
条
　
削
除

第
五
節
　
電
気
ガ
ス
税

(
電
気
ガ
ス
税
の
納
税
義
務
者
等
)

第
九
十
六
負
　
電
気
ガ
ス
税
は
､
電
気
又
は
ガ
ス
に
対
し
､
料
金
(
法
第
四
百

八
十
<
条
の
料
金
相
当
額
を
含
む
｡
以
下
同
様
と
す
る
｡
)
を
課
税
標
準
と
し

て
'
そ
の
使
用
者
に
課
す
る
｡

第
九
十
七
島
　
削
除

(
電
気
ガ
ス
税
の
税
率
)

第
九
十
八
島
　
電
気
ガ
ス
税
の
税
率
は
､
法
附
則
第
三
十
]
粂
第
7
項
又
は
第

二
項
の
親
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
を
除
-
ほ
か
'
百
分
の
七
と
す
る
｡

(
電
気
ガ
ス
税
の
徴
収
の
方
法
)

第
九
十
九
条
　
電
気
ガ
ス
税
は
､
電
気
審
美
者
又
は
ガ
ス
事
業
者
が
料
金
を
徴

収
し
な
い
で
他
人
に
電
気
又
は
ガ
ス
を
使
用
さ
せ
る
場
合
'
自
家
発
電
者
が

そ
の
百
家
発
電
に
係
る
電
気
を
電
気
事
業
者
で
な
い
者
に
使
用
さ
せ
る
場

合
'
電
気
事
業
者
若
し
く
は
ガ
ス
事
業
者
又
は
自
家
発
電
者
が
そ
の
発
電
又

は
製
造
に
係
る
電
気
若
し
く
は
ガ
ス
を
自
ら
使
用
す
る
場
合
及
び
法
第
四
百

八
十
九
条
第
十
項
の
裁
定
の
適
用
を
受
け
る
学
校
教
育
法
第
一
条
及
び
第
九

十
八
条
第
一
項
の
学
校
又
は
令
第
五
十
四
条
の
六
に
規
定
す
る
学
術
研
究
機

閑
に
お
い
て
電
気
又
は
ガ
ス
を
使
用
す
る
場
合
に
お
け
る
電
気
又
は
ガ
ス
に

つ
い
て
は
､
普
通
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
｡

三
五
九
七



第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

2
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
場
合
を
除
く
桧
か
'
電
気
ガ
ス
税
は
'
特
別
徴
収
の

方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
｡

(
電
気
ガ
ス
税
の
特
別
徴
収
の
手
続
)

第
首
条
　
電
気
ガ
ス
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
'
電
索
事
業
者
又
は
ガ
ス
事
業

者
と
す
る
｡

2
　
前
項
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
へ
そ
の
供
給
す
る
電
気
又
は
ガ
ス
の
使
用
者

の
納
付
す
べ
き
電
気
ガ
ス
税
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

3
　
第
一
項
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
'
毎
月
二
十
五
日
ま
で
に
前
月
】
日
か
ら

同
月
末
日
ま
で
に
徴
収
す
べ
き
電
気
ガ
ス
税
に
係
る
課
税
標
準
額
へ
税
額
そ

の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
納
入
申
告
書
を
町
長
に
提
出
し
､
及
び
そ
の

納
入
金
を
納
入
書
に
よ
っ
て
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

第
首
一
条
　
削
除

(
電
気
ガ
ス
税
に
係
る
不
足
金
額
等
の
納
入
等
の
手
続
)

第
百
二
条
　
電
気
ガ
ス
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
､
法
第
四
百
九
十
七
条
､
第

四
百
九
十
八
条
文
は
第
四
百
九
十
九
条
の
規
定
に
基
-
納
入
の
告
知
を
受
け

た
場
合
に
お
い
て
ほ
､
当
該
不
足
金
額
又
は
過
少
申
告
加
算
金
額
､
不
申
告

加
算
金
額
若
し
-
は
重
加
算
金
額
を
､
当
該
通
知
書
の
指
定
す
る
期
限
ま
で

に
､
納
入
書
に
よ
っ
て
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
電
気
ガ
ス
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
に
係
る
帳
樽
の
記
載
義
務
等
)

第
軍
二
条
　
電
気
ガ
ス
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
'
毎
日
二
十
日
ま
で
に
､
前

三
五
九
八

月
中
に
お
い
て
料
金
を
算
定
し
た
電
気
又
は
ガ
ス
に
閲
L
t
次
に
掲
げ
る
事

項
を
帳
称
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

1
　
電
気
の
使
用
者
又
は
ガ
ス
の
使
用
者
の
数

〓
　
積
載
ご
と
に
区
分
し
た
電
気
又
は
ガ
ス
の
料
金
の
総
額
及
び
そ
の
税
額

三
　
電
気
の
使
用
者
又
は
ガ
ス
の
使
用
者
で
あ
っ
て
､
電
気
ガ
ス
税
を
臥
せ

ら
れ
な
い
者
の
数

四
　
電
気
の
使
用
者
で
あ
っ
て
､
法
附
則
第
三
十
1
粂
第
1
項
又
は
第
二
項

の
競
走
の
適
用
を
受
け
る
者
の
数

五
　
そ
の
他
町
長
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
事
項

2
　
前
項
の
瞳
特
は
､
そ
の
記
載
の
日
か
ら
1
年
間
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
｡

(
電
気
ガ
ス
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
に
係
る
帳
時
記
載
等
の
義
務
違
反
に
関

す
る
罪
)

第
首
四
条
　
前
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
っ
て
畷
簿
に
記
載
す
'
'
(
き
事
項
に
つ
い

て
正
当
な
理
由
が
な
-
て
記
載
せ
ず
､
若
し
-
は
虚
偽
の
記
載
を
し
た
場
合

又
は
同
条
筋
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
保
存
す
べ
き
帳
簿
を
一
年
間
保
存
し
な

か
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
'
そ
の
者
に
対
し
三
万
円
以
下
の
罰
金
刑
を
科
す

る
｡

2
　
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
-
は
人
の
代
理
人
､
使
用
人
そ
の
他
の
従

業
者
が
そ
の
法
人
又
は
人
の
撃
務
に
関
し
て
前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
場
合

1

4

　

　

　

　

　

　

　

　

〔

鳥

ゆ

Ⅹ

〕

n
Ⅶ
一
u

/

_

＼

に
お
い
て
は
､
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
'
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
､

同
項
の
罰
金
刑
を
科
す
る
｡

(
普
通
徴
収
に
係
る
電
気
ガ
ス
税
の
納
期
等
)

第
冒
五
条
よ
日
通
徴
収
畦
係
る
電
舞
ガ
ネ
軍
に
･
7
5
て
は
､
前
月
中
に
お
い
て

塵
用
7
j
た
電
気
又
は
ガ
･
ス
-
蛮
四
百
八
十
九
条
第
十
項
ゐ
親
定
め
適
用
を

･
受
け
る
考
に
対
し
て
課
す
る
電
舞
ガ
ネ
税
吐
あ
う
て
は
､
･
前
月
中
に
支
払
っ

た
若
し
く
は
支
払
-
I
/
(
き
電
気
料
金
又
は
ガ
ス
料
金
に
係
る
分
)
.
に
対
す
る

も
の
を
毎
月
一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
を
納
期
と
し
て
'
こ
れ
を
徴
収
す

る
｡

2
　
町
長
は
､
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
前
項
の
納
期
に
よ
り
難
い

と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
同
項
の
胡
定
に
か
か
わ
ら
ず
､
同
項
に
規
定
す
る
期

間
内
に
お
い
て
別
に
納
期
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
.

界
雷
大
桑
　
削
除

(
電
気
ガ
ス
税
に
関
す
る
申
告
の
義
務
)

第
百
七
集
　
普
通
徴
収
に
係
る
電
気
ガ
ス
税
の
納
税
義
務
者
は
'
毎
月
十
日
ま

で
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
町
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

一
主
た
る
事
業
所
又
は
学
校
若
し
-
ほ
学
術
研
究
機
閑
の
所
在
地
及
び
名

称
二
　
電
気
又
は
ガ
ス
の
使
用
場
所

≡
　
電
気
又
は
ガ
ス
の
使
用
場
所
ご
と
に
区
分
し
た
前
月
中
の
使
用
量
(
学

第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

I
〔偽称Ⅹ〕

術
又
は
学
術
研
究
機
閑
に
あ
つ
て
は
前
月
中
に
支
払
っ
た
著
し
-
は
支
払

-
べ
き
電
気
料
金
又
は
ガ
ス
料
金
に
係
る
分
)
及
び
こ
れ
に
対
す
る
料
金

相
当
額
又
は
料
金

(
電
気
ガ
ス
税
の
不
申
告
に
関
す
る
過
料
)

第
百
八
条
　
電
気
ガ
ス
税
の
納
税
義
務
者
が
茄
条
の
規
定
に
よ
っ
て
申
告
す
べ

き
革
攻
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
な
-
て
申
告
し
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て

は
､
そ
の
者
に
対
し
､
三
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
｡

2
　
前
項
の
過
料
の
額
は
､
情
状
に
因
り
､
町
長
が
定
め
る
｡

3
　
第
一
項
の
過
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
発
す
る
納
入
通
知
書
に
指
定

す
べ
き
納
期
限
は
､
そ
の
発
付
の
日
か
ら
十
日
以
内
と
す
る
0

第
盲
九
条
　
削
除

(
電
気
ガ
ス
税
の
非
課
税
区
分
の
明
細
章
の
提
出
)

第
百
十
兵
　
法
第
四
百
八
十
九
条
第
1
項
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
第
六
項
か
ら

第
十
四
項
ま
で
の
親
定
の
適
用
を
受
け
る
電
気
又
は
ガ
ス
の
使
用
者
は
'
前

月
中
に
使
用
し
た
電
気
又
は
ガ
ス
(
同
条
第
十
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る

者
が
使
用
す
る
電
気
又
は
ガ
ス
に
あ
つ
て
は
､
前
月
中
に
支
払
っ
た
若
し
-

ほ
支
払
-
べ
き
電
気
料
金
又
は
ガ
ス
料
金
に
係
る
分
)
の
使
用
場
所
ご
と
の

使
用
量
及
び
こ
れ
に
対
す
る
料
金
相
当
額
又
は
料
金
を
電
気
ガ
ス
税
の
課
税

部
分
と
非
課
税
部
分
と
に
区
分
し
た
明
細
書
を
'
毎
月
十
日
ま
で
に
'
町
長

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

三
五
九
九



第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

(
電
気
ガ
ス
税
の
税
率
区
分
の
明
細
書
の
提
出
)

第
百
十
条
の
二
　
法
附
則
第
三
十
1
条
第
7
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を

受
け
る
べ
き
電
気
の
使
用
者
は
'
前
月
中
に
使
用
し
た
電
気
(
特
別
徴
収
に

係
る
者
に
つ
い
て
は
'
前
月
中
に
支
払
っ
た
又
は
支
払
-
べ
き
料
金
に
係
る

分
)
の
使
用
場
所
ご
と
の
使
用
量
及
び
こ
れ
に
対
す
る
料
金
相
当
額
又
は
料

金
を
同
項
に
規
定
す
る
税
率
の
適
用
を
受
け
る
部
分
と
法
第
四
百
九
十
条
に

親
定
す
る
税
率
の
適
用
を
受
け
る
部
分
と
に
区
分
し
た
明
細
書
を
､
毎
月
十

日
ま
で
に
､
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

第
六
節
　
鉱
産
税

(
鉱
産
税
の
納
税
義
務
者
等
)

第
冒
十
【
集
　
鉱
産
税
は
､
鉱
物
の
摘
採
の
事
業
に
対
し
'
そ
の
鉱
物
の
価
格

を
課
税
標
準
と
し
て
'
そ
の
鉱
業
者
に
謀
す
る
｡

第
百
十
二
重
　
鉱
産
税
の
税
率
は
百
分
の
1
と
す
る
｡
か
若
州
魂
謙

あ

事

業

嘗

わ

(
鉱
産
税
の
税
率
)
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(
鉱
産
税
の
申
告
納
付
等
)

第
百
十
三
条
　
鉱
産
税
の
納
税
者
は
'
毎
月
十
五
日
か
ら
同
月
末
日
ま
で
に
､

前
月
盲
か
ら
同
月
末
日
ま
で
の
期
間
内
に
お
い
て
摘
採
し
た
鉱
物
に
つ
い

三
六
〇
〇

て
､
そ
の
課
税
標
準
額
､
税
額
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
を

町
長
に
提
出
し
'
及
び
そ
の
申
告
し
た
税
金
を
納
付
書
に
よ
っ
て
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
鉱
産
税
の
納
税
管
理
人
)

第
百
十
四
条
　
鉱
産
税
の
納
碗
義
務
者
は
'
町
内
に
住
所
'
居
所
,
事
務
所
又

は
事
業
所
を
有
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
､
町
内
に
お
い
て
独
立
の
生
計
を

営
む
者
の
う
ち
か
ら
納
税
管
理
人
を
定
め
'
こ
れ
を
定
め
る
必
要
が
生
じ
た

日
か
ら
十
日
以
内
に
納
税
管
理
人
申
告
書
を
町
長
に
捧
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
｡
納
税
管
理
人
を
変
更
し
た
場
合
そ
の
他
申
告
し
た
事
項
に
異
動
を
生

じ
た
場
合
に
お
い
て
も
､
ま
た
'
同
様
と
L
t
そ
の
提
出
の
期
限
は
､
そ
の

異
動
を
生
じ
た
日
か
ら
十
日
を
経
過
し
た
日
と
す
る
｡

(
鉱
産
税
の
納
税
管
理
人
に
係
る
不
申
告
に
関
す
る
過
料
)

第
百
十
五
条
　
鉱
産
税
の
納
税
義
務
者
が
前
条
の
裁
定
に
よ
っ
て
申
告
す
べ
き

納
税
管
理
人
に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
な
-
て
申
告
し
な
か
っ
た
場
合
に
お

い
て
は
､
そ
の
者
に
対
し
'
三
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
｡

2
　
前
項
の
過
料
の
額
は
､
情
状
に
因
り
､
町
長
が
定
め
る
｡

3
　
第
1
項
の
過
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
発
す
る
納
入
通
知
書
に
指
定

す
べ
き
納
期
限
は
'
そ
の
発
付
の
日
か
ら
十
日
以
内
と
す
る
｡

第
百
十
六
条
　
削
除

第
百
十
七
桑
　
削
除

〔島中Ⅹ〕

n
r
t
は

く

　

~

′ー

∫.

(
鉱
産
税
の
不
足
税
額
等
の
納
付
手
放
)

第
百
十
八
条
　
鉱
産
税
の
納
税
者
は
､
法
第
五
百
三
十
四
条
､
第
五
百
三
十
六

条
文
は
第
五
百
三
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
-
納
付
の
告
知
を
受
け
た
場
合
に

お
い
て
ほ
､
当
該
不
足
税
額
又
は
過
少
申
告
加
算
金
額
'
不
申
告
加
算
金
額

若
し
く
は
重
加
算
金
額
を
､
当
該
通
知
書
に
指
定
す
る
期
限
ま
で
に
'
納
付

t

〔
馬
蹄
Ⅹ
〕

吾
に
よ
っ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

第
七
節
　
木
材
引
取
税

(
木
材
引
取
税
の
納
税
義
務
者
等
)

第
首
十
九
条
　
木
材
引
硬
税
は
､
素
材
の
引
取
に
対
し
､
価
格
(
山
元
に
お
け

る
価
格
を
い
-
0
)
を
課
税
標
準
と
し
て
立
木
の
伐
採
後
の
環
初
の
引
取
者
に

課
す
る
｡

2
　
立
木
の
伐
採
後
三
月
以
内
に
そ
の
素
材
に
つ
い
て
引
砺
者
が
な
い
場
合
に

お
い
て
は
'
立
木
の
伐
採
を
も
っ
て
素
材
の
引
坂
と
'
立
木
の
所
有
者
を
も

っ
て
素
材
の
引
取
者
と
み
な
し
て
前
項
の
規
定
を
適
用
す
る
｡
こ
の
場
合
に

お
け
る
木
材
引
取
税
の
課
税
標
準
と
す
べ
き
価
格
は
'
立
木
の
所
有
者
が
素

材
の
引
取
者
と
み
な
さ
れ
た
時
に
お
け
る
そ
の
素
材
の
価
格
(
山
元
に
お
け

る
価
格
を
い
-
0
)
と
す
る
｡

(
木
材
引
坂
税
の
税
率
)

第
百
二
十
条
　
木
材
引
取
税
の
税
率
は
､
百
分
の
二
と
す
る
｡

(
木
材
引
硬
税
の
徴
収
の
方
法
)

第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

第
百
二
十
)
集
　
木
材
引
攻
税
は
､
第
百
十
九
条
第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
申

告
納
付
の
方
法
に
よ
る
ほ
か
'
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
｡

(
木
材
引
砺
税
の
特
別
徴
収
の
手
続
)

第
雪
一
十
二
条
　
木
材
引
取
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
､
立
木
の
所
有
者
と
す

る
｡

2
　
前
項
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
'
そ
の
所
有
す
る
立
木
に
係
る
素
材
の
引
取

者
の
納
付
す
べ
き
木
材
引
頓
税
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

3
　
第
一
項
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
､
毎
月
七
日
ま
で
に
､
前
月
1
日
か
ら
同

月
末
日
ま
で
に
徴
収
す
べ
き
木
材
引
鞭
税
に
係
る
素
材
の
種
類
､
等
級
､
容

積
へ
引
取
者
数
及
び
価
格
並
び
に
税
額
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
納

入
申
告
書
を
町
長
に
提
出
し
'
及
び
そ
の
納
入
金
を
納
入
書
に
よ
っ
て
納
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

第
百
二
十
三
条
　
第
百
十
九
条
第
二
項
の
親
定
に
よ
っ
て
木
材
引
取
税
を
申
告

納
付
す
べ
き
者
は
､
毎
月
七
日
ま
で
に
'
前
月
中
に
お
い
て
申
曹
納
付
す
べ

き
こ
と
と
な
っ
た
木
材
引
取
税
に
係
る
素
材
に
つ
い
て
､
そ
の
種
揮
､
等

級
､
容
積
及
び
価
格
並
び
に
そ
の
素
材
に
係
る
木
材
引
砺
税
額
そ
の
他
必
要

な
事
項
を
記
載
し
た
申
告
書
を
町
長
に
提
出
し
'
及
び
そ
の
中
背
し
た
税
金

を
納
付
書
に
よ
っ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
木
材
引
板
税
の
納
税
管
理
人
)

第
百
二
十
四
条
　
木
材
引
瀬
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
又
は
申
告
す
べ
き
納
税

三
六
〇
一



第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

董
務
者
は
､
町
内
に
住
所
､
居
所
､
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有
し
な
い
場
合

に
お
い
て
は
､
町
内
に
お
い
て
独
立
の
生
計
を
営
む
者
の
-
ち
か
ら
納
税
管

理
人
を
定
め
,
こ
れ
を
定
め
る
必
要
が
生
じ
た
日
か
ら
十
日
以
内
に
納
税
管

理
人
申
量
目
を
町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
納
税
管
理
人
を
変
更

し
た
場
合
そ
の
他
申
告
し
た
事
項
に
異
動
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
も
､
ま

た
,
同
様
と
し
､
そ
の
申
告
の
期
限
は
､
そ
の
異
動
を
生
じ
た
日
か
ら
十
日

を
経
過
し
た
日
と
す
る
｡

(
木
材
引
取
税
の
納
税
管
理
人
に
係
る
不
申
告
に
関
す
る
過
料
)

欝
雪
]
+
五
条
木
材
引
諏
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
又
は
申
告
納
付
す
べ
き
納

税
義
務
者
が
前
条
の
規
定
に
よ
っ
て
申
告
す
べ
き
納
税
管
理
人
に
つ
い
て
正

当
な
理
由
が
な
く
て
申
告
を
し
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
そ
の
者
に
対

し
､
三
万
円
以
下
の
過
料
を
科
す
る
｡

2
　
前
項
の
過
料
の
額
は
､
情
状
に
よ
り
'
町
長
が
定
め
る
｡

3
　
第
一
項
の
過
料
を
徴
収
す
る
場
合
に
お
い
て
発
す
る
納
入
通
知
書
に
指
定

す
べ
き
納
期
限
は
へ
そ
の
発
付
の
日
か
ら
十
日
以
内
と
す
る
｡

第
雪
一
十
六
条
　
削
除

第
盲
二
十
七
島
　
削
除

(
木
材
引
取
税
に
係
る
不
足
金
煩
等
の
納
入
等
の
手
続
)

第
軍
手
八
条
木
材
引
砺
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
又
は
申
告
納
付
に
係
る
納

税
者
は
,
沫
第
五
空
ハ
十
五
条
'
第
五
空
ハ
十
七
条
又
は
第
五
三
ハ
十
八
免

ゝ

一

一

′

-

,

､

′

/

三
六
〇
l
ニ
ー
三
六
一
二
)

の
親
定
に
よ
る
納
付
又
は
納
入
の
告
知
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
当
該
不
足

金
額
又
は
過
少
申
告
加
算
金
額
､
不
申
告
加
算
金
額
若
し
く
は
重
加
算
金
額

を
当
該
通
知
書
に
指
定
す
る
期
限
ま
で
に
､
納
入
書
に
よ
っ
て
納
入
し
'
又

は
納
付
む
に
よ
っ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
木
材
引
取
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
に
係
る
帳
符
の
記
載
義
務
等
)

第
雪
t
十
九
条
木
材
引
取
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
､
素
材
の
引
攻
が
行
な

わ
れ
る
都
度
引
板
者
の
住
所
及
び
氏
名
､
素
材
の
瞳
類
､
等
級
､
容
積
及
び

価
格
並
び
に
そ
の
素
材
に
係
る
木
材
引
硬
税
額
を
帳
簿
に
記
載
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
｡

2
　
前
項
の
帳
樽
は
､
そ
の
記
載
の
日
か
ら
毒
間
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
｡

(
木
材
引
耽
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
に
係
る
帳
簿
記
載
等
の
義
務
違
反
に
関

す
る
罪
)

第
雪
一
十
条
前
条
第
毒
の
裁
定
に
よ
っ
て
帳
樽
に
記
載
す
べ
き
事
項
に
つ

い
て
正
当
な
理
由
が
な
-
て
記
載
を
せ
ず
若
し
-
は
虚
偽
の
記
載
を
し
た
場

合
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
保
存
す
べ
き
帳
簿
三
年
間
保
存
し

な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
ほ
､
そ
の
者
に
対
し
三
万
円
以
下
の
罰
金
刑
を
科

す
る
｡

2
　
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
､
使
用
人
そ
の
他
の
従

業
者
が
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
て
前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
場
合

.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

〔

鳥

甲

Ⅹ

〕

Tー

i
i
Z

E
J
u
H
u

r

∫

に
舟
い
て
は
､
そ
の
行
為
者
を
罪
す
る
は
か
'
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
同

項
の
罰
金
刑
を
科
す
る
｡

第
三
章
　
目
的
税

第
l
節
　
入
勘
税

(
入
湯
税
の
納
税
義
務
者
等
)

第
軍
二
十
r
条
　
入
場
税
は
､
鉱
泉
浴
場
に
お
け
る
入
宙
に
対
し
､
入
湯
客
に

訣
す
る
｡

(
入
場
税
の
課
税
免
除
)

第
雪
二
十
二
条
　
次
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
は
'
入
湯
税
を
課
さ
な
い
｡

】
　
年
令
十
二
歳
未
満
の
者

二
　
共
同
浴
場
又
は
公
衆
浴
場
に
人
を
す
る
者

(
入
湯
税
の
税
率
)

第
軍
二
十
三
条
　
入
湯
税
の
税
率
は
､
入
湯
客
1
人
l
目
に
つ
い
て
､
二
十
円

と
す
る
｡
息
で
レ
'
#
拍
し
塙
い
入
港
も
y
9
7
て
聖
人
7
E
"
.
才
て

(

入

湯

讐

徴

収

の

方

法

)

　

　

　

　

　

　

ヤ

冊

手

写

.

第
軍
l
J
十
四
条
　
入
湯
税
は
､
特
別
徴
収
の
方
法
に
よ
っ
て
徴
収
す
る
｡

(
入
場
税
の
特
別
徴
収
の
手
続
)

第
軍
二
十
五
条
　
入
湯
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
'
鉱
泉
浴
場
の
経
営
者
と
す

る
｡

2
　
前
項
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
'
当
該
鉱
泉
浴
場
に
お
け
る
入
着
客
が
納
付

第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

〔
鳥
臥
H
7
]

/

＼

す
べ
き
入
静
税
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0

3
　
第
一
項
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
'
毎
月
十
五
日
ま
で
に
'
前
月
1
日
か
ら

同
月
末
日
ま
で
に
徴
収
す
べ
き
入
湯
税
に
係
る
課
税
標
準
額
､
税
額
そ
の
他

必
要
な
事
項
を
記
載
し
た
納
入
申
告
書
を
町
長
に
投
出
し
､
及
び
こ
の
納
入

金
を
納
入
書
に
よ
っ
て
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

界
雷
三
十
六
条
　
削
除

第
百
三
十
七
島
　
削
除

(
入
湯
税
に
係
る
不
足
金
額
等
の
納
入
の
手
続
)

第
雪
二
十
八
条
　
入
湯
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
､
法
第
七
百
一
条
の
十
'
第

七
百
一
条
の
十
二
又
は
第
七
百
一
条
の
十
三
の
規
定
に
基
づ
-
納
入
の
告
知

を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
'
当
該
不
足
金
額
又
は
過
少
申
告
加
算
金
額
､

不
申
告
加
算
金
額
若
し
く
は
重
加
算
金
額
を
､
当
該
通
知
書
に
指
定
す
る
期

限
ま
で
に
､
納
入
書
に
よ
っ
て
納
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

(
入
湯
税
に
係
る
特
別
徴
収
義
務
者
の
経
営
申
告
)

第
百
二
二
十
九
条
　
鉱
泉
浴
場
を
経
営
し
よ
-
と
す
る
者
は
､
経
営
開
始
の
日
の

前
日
ま
で
に
'
次
に
掲
げ
る
事
項
を
町
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

申
告
し
た
事
項
に
変
動
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
､
直
ち
に
そ
の
旨
を
申

告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

一
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称

ヽ
二
　
鉱
泉
浴
場
施
設
の
所
在
地

三
六
l
三



第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

≡
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
は
か
'
町
長
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
_
.

事
項

(
入
湯
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
に
係
る
帳
簿
の
記
栽
義
務
等
)

第
百
四
十
条
　
入
湯
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
は
､
毎
日
の
入
湯
客
数
､
人
を
料

金
及
び
入
湯
税
額
を
帳
簿
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

2
　
前
項
の
帳
籍
は
､
そ
の
記
載
の
日
か
ら
1
年
間
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
｡

(
入
湯
税
の
特
別
徴
収
義
務
者
に
係
る
帳
蒋
記
載
の
義
務
違
反
等
に
関
す
る

罪
)

第
百
四
十
一
条
　
前
条
第
一
項
の
親
定
に
よ
っ
て
､
帳
符
に
記
載
す
べ
き
事
項

に
つ
い
て
正
当
な
理
由
が
な
-
て
記
載
せ
ず
'
若
し
-
は
虚
偽
の
記
載
を
し

た
場
合
又
は
同
条
第
二
項
の
親
定
に
よ
っ
て
保
存
す
べ
き
帳
樽
を
1
年
間
保

存
し
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
'
そ
の
者
に
対
し
､
三
万
円
以
下
の
罰
金

刑
を
科
す
る
｡

2
　
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
､
使
用
人
そ
の
他
の
従

業
者
が
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
て
前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
場
合

に
お
い
て
は
､
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
､
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
,

同
項
の
罰
金
刑
を
科
す
る
｡

平

那

･
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剛
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三
六
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第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

三
六
一
五



町民税の簡易税額表
別表辞-

＼〔｢

一､＼
l

′

第
六
隔
　
財
務
　
(
税
条
例
)

三
六
〓
ハ
T
三
六
二
六
)

短
大
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)



第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

三
六
二
八

第
六
編
　
財
務
　
(
碗
条
例
)



山林所得に対する町民税の簡易税額表

別表第二
第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

し

〔鳥蜜〕

常
六
編
　
財
務
　
(
釈
条
例
)



課税山林所得金額

以　　上l　未　　満

課税山林所得金額

以　　上l　未　　満

6,570

6,660

6,750

6,840

6,930

7,020

7,110

7,200

7,290

7,380

7,470

7,560

7.650

7,740

7,830

7.920

010 -1　372,000

gsiiiio書ofizfsoo lj ig3ig;ii:i8gggSggg
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一､ /

. 1

課税山林所得金額

以　　上l　未　　満

課税山林所得金額

以　　上l　未　　満

22Zi'ioos3=..:ORll li14;35:97::'.zoo:oO.:On

享-:二--

第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

円

0

　

0

9

　

8

C

J

　

　

4

堅
(
鯨
　
財
務
　
(
税
条
軌
)



課税山林所得金額 剩ﾁ紋 �ｹ�R韃)}��;霎�ｧ｢�白��Xｧ｢�

以上l未満 劍決�6ﾉj)i��

円 730,000 ���s3Rﾃ����円 21,900 ���ピ�ﾃ����円 875,000 ���#rﾃ����

735,000 都C�ﾃ����22,050 塔sRﾃ����880,000 �#ゅ�#��

740,000 都CRﾃ����22,200 塔��ﾃ����885,000 �#づ3S��

745,000 都S�ﾃ����22,350 塔コﾃ����890,000 �#づSs��

750,000 都SRﾃ����22,500 塔��ﾃ����895,000 �#づ����

755,000 都c�ﾃ����22,720 塔迭ﾃ����900,000 �#津�#��

760,000 都cRﾃ����22,950 涛��ﾃ����905,000 �#津#S��

765,000 都s�ﾃ����23,170 涛�Rﾃ����910,000 �#津Cs��

770,000 都sRﾃ����23,400 涛��ﾃ����915,000 �#津s���

775,000 都��ﾃ����23,620 涛�Rﾃ����920,000 �#津�#��

780,000 都コﾃ����23,850 涛#�ﾃ����925,000 �3�ﾃ�S��

785,000 都��ﾃ����24,070 涛#Rﾃ����930,000 �3�ﾃ3s��

790,000 都迭ﾃ����24,300 涛3�ﾃ����935,000 �3�ﾃc���

795,000 塔��ﾃ����24,520 涛3Rﾃ����940,000 �3�ﾃ�#��

800,000 塔�Rﾃ����24,750 涛��ﾃ����945,000 �3�ﾃ�S��

805,000 塔��ﾃ����24,970 涛CRﾃ����950,000 �3�ﾃ#s��
) 810,000 塔�Rﾃ����25,200 涛S�ﾃ����955,000 �3�ﾃS���

815,000 塔#�ﾃ����25,420 涛SRﾃ����960,000 �3�ﾃs#��

820,000 塔#Rﾃ����25,650 涛c�ﾃ����965,000 �3�ﾃ鉄��

825,000 塔3�ﾃ����25,870 涛cRﾃ����970,000 �3"ﾃ�s��

830,000 塔3Rﾃ����26,100 涛s�ﾃ����975,000 �3"ﾃC���

835,000 塔C�ﾃ����26,320 涛sRﾃ����980,000 �3"ﾃc#��

840,000 塔CRﾃ����26,550 涛��ﾃ����985,000 �3"ﾃゴ��

845,000 塔S�ﾃ����26,770 涛コﾃ����990,000 �32ﾃ�s��

850,000 塔SRﾃ����27,000 涛��ﾃ����995,000 �32ﾃ3���

855,000 塔c�ﾃ����27,220 涛迭ﾃ����1,000,000 �32ﾃS#��

860,000 865,000 塔cRﾃ����ピ�ﾃ����27,450 27,670 ��ﾃ���ﾃ���冷��32ﾃsS��

第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

三
六
三
五



退職所得に係る町民税の特別徴収税額表

別表第三
第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

l
l
〓
ハ
三
六

J
･
J
_

′

l

.

-

1

叱

.

第
六
編
　
財
紡
　
(
税
条
例
)



退職所得控除額控除後の
退職手当等の金額

税　額LL琴撃賢慧芸除後の
以　上l未　満I H　以　上1未　満

円

522,000

528,000

534,000

540,000

546,000

(:432:9988fZ8023579夏...oooo:ooooo淵:666665;55=5332:S887;55g:260226048要･'8.0000000000.2.00000:Z0...zoozoooooo

88011　642,000

96011　648,000

55g5555:･･i6332;0;5宣..0000: iy 666666S9987-656.:26:i･･'''..zo:0...oooZ..zoooo

6,500

6,580

6,660

6,750

6,830

6,910

6,990

7,070

7,150

7,230

拓
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

3

3

3

3

3

　

3

3

3

3

3

　

4

4

4

4

4

　

4

4

4

4

4

　

4

4

5

5

5

円

0

　

0

　

0

　

0

　

0

8

　

3

　

9

　

･

4

-

　

9

4

　

5

　

5

　

6

　

6

0

　

0

　

0

　

0

　

0

0

　

8

　

6

　

4

　

2

1

　

1

-

2

　

3

　

4

6

　

6

　

だ

U

　

6

　

6

0
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o

 

o

 

o

1

　

9

　

7

　

6

　

4

3

　

3

　

4

　

5

　

だ

U

【

ー

　

7

　

7

　

7

　

7

第
六
編
　
財
務
　
(
税
条
例
)

三
六
三
八



退職所得控除額控除後の 剞ﾅ額 ����X�;靱H�ｧｨﾕH�ﾎ8,ﾂ���X堋�
退職手当等の金額 劔���X詹9i9�,ﾈｾ�ｧ｢�

以上 冕)i�����2�未満 

円 1.720,000 ����ﾃs3�篥����円 27,450 �ｨ冷�2ﾃ���ﾃ����Rﾃ���ﾃ�����ﾃ���ﾃ�����"�����������円 5,000,000 8,000,000 12,000,.000 20,000,000 ���9�,ﾈｾ�ｧｨ,��

1,730,000 ��ﾃsC�ﾃ�����27,670 剴"縒X/��b�+h,H螽�+R�

1,740,000 ��ﾃsS�ﾃ����27,900 劍+ﾘｾ�ｧｨ*�.r�

1.,750,000 1,760,000 ��ﾃsc�ﾃ�����ﾃss�ﾃ����28,120 28,350 剴#�ﾃ#R��苓/��ﾕH�+X+ﾘｾ�����

1,770,000 ��ﾃs��ﾃ����28,570 劔���X�;饑��爾耨ﾘ6ﾙe2�

1,780,000 ��ﾃs��ﾃ����28,800 劍�ｧｨﾕH�ﾎ2�,ﾉ���X詹9b�

1,790,000 ��ﾃ���ﾃ����29,020 劔9�,ﾈｾ�ｧｨ,��

1,800,000 ��ﾃ���ﾃ����29,250 剴2��RX/��b�+h,H螽�+R�

1,810,000 ��ﾃ�#�ﾃ����29,470 劍+ﾘｾ�ｧｨ*�.r�33sS�苓/��

1,820,000 ��ﾃ�3�ﾃ����29,700 劍6��ﾕH�+X+ﾘｾ�����

1,_830,000 1,_840,000 ��ﾃイ�ﾄ�����ﾃゴ�ﾃ����29,920 30,150 劔���X�;靱B�6ﾒr竏���

1,850,000 ��ﾃツ�ﾃ����30,370 劍�ｧｨﾕH�ﾎ2�,ﾉ���X詹9b�

1,860,000 ��ﾃピ�ﾃ����30,600 劔9�,ﾈｾ�ｧｨ,��2綯X/��b�

1,870,000 ��ﾃャ�ﾃ����30,820 劍+h,H螽�+R�+ﾘｾ�ｧｨ*�.r�

1.880,000 ��ﾃン�ﾂﾃ����31,050 剴Sdﾃ#S�苓/��

1,890,000 ��ﾂﾃ���ﾃ����31,270 劍ﾕH�+X+ﾘｾ�����

1,900,000 1,910,000 ��ﾃ偵�づ�����ﾃ�#�ﾃ����31,50∩ 31.720 劔���X�;靱B��ｧｨﾕH�ﾎ2�

1.920,000 ��ﾃ�3�ﾃ����'31.950 劍,ﾉ���X詹9b�9�,ﾈｾ�ｧｨ,��

1,930,000 ��ﾃ鼎�ﾃ����32,170 剴B��RX/��b�

1,940,000 ��ﾃ鉄�ﾃ����321400 劍+h,H螽�+R�+ﾘｾ���*�.r�

1,950,000 ��ﾃ田�ﾃ����32,620 剴�"ﾃ#S�苓/��

~1,9.60,000 ��ﾃ都�ﾃ����32,850 劍ﾕH�+X+ﾘｾ���¥R�

1,970,000 ��ﾃ塔�ﾃ����33^070 劔���X�;靱B�

I,980,000 ��ﾃ涛�津����33,300 劔���4r��ｧｨﾕH�ﾎ2�

1,990,000 蔦"ﾂ����ﾃ����3.3,520 劍,ﾉ���X詹9b�9�,ﾈｾ���+��

2,000,000 �2ﾃ���ﾃ����退職所得控 除額控除後 の退職手当 剴B粤RX/��b�+h,H螽�+R�+ﾘｾ�ｧｨ*�.r�

･1-†ノ

I-,I !

｢

し/ トi

退職所得控除額控除後の ��Yx｢�退職所得控除額控除後の ��Xｧ｢�
退職手当等の金銀 剔ﾞ職手当等の金額 

:以上l宋弼 刪ﾈ上l未満 
円

1,156,000

1,164,000

1,172,000

1,180,000

1,188,000

1,196,000

1,204,000

1,212,000

1,220,000

1,228,000

1ノ236,000

1,244.000

1,252,000

1,260,000

1,268.000

1,276,000

1,284,000

1,292,000

1,300,000

I,310,000

1,320,000

1,330,000

1,340,000

1,350,000

1,360,000

1,370,000

1,380,000

i,390,000

1,400,000

1,410,000

円

1,164,000

1,172,000

1,180,000

1,188,000

1,196,000

1,204,000

1,212,000

1,220,000

1,228,000

1,236,000

I,244,000

1,252,000

I,260,000

1,268,000

1,276,000

1,284,000

1,292,000

1,300,000

1,310,000

1,320,000

1,330,000

1,340,000

1,350,000

1,360,000

1,370,000

1,380,000

1,390,000

1,400,000

1,410,000

1,420.000

円

1,420,000

1,430,000

1,440,000

1,450,000

1,460,000

1 ,470,000

1,480,000

1,490,000

1,500,000

1,510,000

1,520,000

1 ,530,000

1,540,000

I,550,000

1,560,000

1,570,000

1,580,000

1,590,000

1,600,000

1,610,000

1,620,000

1,630,000

1,640,000

1,650,000

1,660,000

1,670,000

1,680,000

1,690,000

1,700,000

1,710,000

円

1,430,000

1,440,000

1,450,000

1,460,000

1,470,000

1,480,000

1,490,000

1,500,000

1,510,000

1,520,000

1,530,000

1,540,000

1,550,000

1,560,000

1,570,000

1,580,000

1,590,000

1,600,000

1,610,000

1,620,000

1,630,000

1,640,000

1,650,000

1,660,000

1,670,000

1,680,000

1,690,000

1,700,000

1,710,000

1,720,000
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(注)この裏において｢退職所得控除額控除後の退職手当等の金貌｣とは,近

職手当等の金額から退職所得控除額を控除した残額をいうo

(備考)税額を求めるには,まず,退職所得控除額控除後の退職手当等の金毅

を求め,次に,その金孝卸こ応じて｢退職所得控除鶴控除後の退職手当等

の金額｣欄の該当する行を求めるものとし,その行の｢税額｣欄に記載

されている金額が,その求める税額である｡

この場合において,退職所得控除額控除後の退職手当等の金額が,

2,000 , 000円以上の納税義務者の退職所得控除額控除後の退職手当等の

金額の2分の1に相当する金額に1,000円未満の端数があるときほ,そ

の端数の金紗こ2を乗じて計算した金額を退職所得控除額控除後の退職　三
I-

手当等の金掛､ら控除した後の金額を退職控除硯空除後の退職手当等のJpgT

金筋とみなすものとし,その納税義務者の税現に10円未満の端数がある　　こ

ときは､これを切り捨てた額をもってその求める税症とする｡
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